
企業誘致が一歩前進！
【特集】「健康」でいるために
笑顔の写メを大募集！

P.13
P.16-17
P.18

P.2-7
P.8-9
P.10-12

【特集】北条早雲と韮山
【特集】認知症とともに生きる
園児・放課後児童教室入所児童募集

市公式
Facebook
「伊豆国物語」
情報発信中！

令
和
元
年
10
月
号（
№
213）

広
報

令和元年度 

伊豆の国市成人式 問 生涯学習課（〒 410-2292 伊豆の国市長岡 346-1）
☎ 055-948-1461　FAX 055-948-1470

【注意事項】
①  PC などがない場合、電話での申し込みも受け付けます。
② 申し込まずに参加する場合、記念品を用意できません。
③収集した個人情報は、記念写真送付など
　に利用します。

とき／令和２年１月 12日（日）開式 10：00
ところ／アクシスかつらぎ（第 2部は中学校区別）
対象／平成 11年４月２日～平成 12年４月１日生の人
【申込方法】（どちらも 9月 20 日時点）
　① 市内中学卒業の市内在住者／ 9 月末送付予定のはがき

の案内にしたがって、11月 15日（金）までに申し込み
　② 市内中学卒業の市外在住者・市外中学卒業の市内在住者／
11 月 15 日（金）ま
でに専用ページか
ら申し込み（市 HP
からも申し込み可）

Ｐ
Ｃ
用

ス
マ
ホ
用

　平成 27年～ 29 年の各 11月生
まれ（２～４歳まで）のお子さんを
募集します。電話またはメールで
10月 10日（木）まで
に申し込みください。
詳しくは市HP をご
覧ください。

問市長公室
☎055-948-1431

11 月号出場者募集

市 HP（携帯版）
QR コード

下
しもやま

山　奏
か な と

斗 くん（中島）
（平成 28 年 10 月 24 日生）

やんちゃで甘えん坊な奏斗。これ

からも笑顔いっぱいの毎日を過ご

そうね！ 3 歳おめでとう！

４歳おめでとう！頑張りやさんで

優しい朱紀。たくさん食べて寝て

大きくなーれ。大好きだよ。

岩
いわぶち

渕　朱
あ き

紀 ちゃん（中）
（平成 27 年 10 月 15 日生）

おしゃべりが大好きで優しい笑顔

の結大くん。これからも元気いっ

ぱい成長してね！

手
て づ か

塚　結
ゆうだい

大 くん（寺家）
（平成 28 年 10 月 29 日生）

岩
いわぶち

渕　史
し ほ

穂 ちゃん（中）
（平成 27 年 10 月 15 日生）

４歳おめでとう！いつも「しぃが

やる！」と言ってお手伝いしてく

れてありがとう。大好きだよ。

産まれた時は心配事が尽きなかっ

た詩太。今では食べる事が大好き

な元気者に。ねーねと仲良くね！

堀
ほ り い

井　詩
う た

太 くん（星和）
（平成 28 年 10 月 20 日生）

元気いっぱいかわいいつぶちゃん

がみんな大好きだよ。3 歳の誕生

日おめでとう。ずーっと大好き！

小
こばやし

林　円
つぶら

 ちゃん（原木）
（平成 28 年 10 月 3日生）

吉
よ し の

野　乃
の わ

生 ちゃん（土手和田）
（平成 27 年 10 月 6日生）

アリエルが大好きないつもニコニ

コ笑顔の女の子です。お手伝いや

弟のお世話が大好きです。
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伊
豆
韮
山
に
拠
点
を
構
え
た
戦
国
武
将
・
北
条
早
雲
。
彼
は
一
介
の

素す
ろ
う
に
ん

浪
人
か
ら
戦
国
大
名
へ
と
成
り
上
が
っ
た
「
下
剋
上
」
代
表
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、
室
町
幕
府
の
官
僚
を
務
め
る
名
門
一
族
出
身

の
伊い

勢せ

新し
ん
く
ろ
う

九
郎
盛も

り

時と
き

（
出
家
後
は
伊い

勢せ

宗そ
う

瑞ず
い

）
で
あ
り
、
幕
府
の
命
を
受

け
て
堀ほ

り

越ご
え

御ご

所し
ょ

を
攻
撃
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

早
雲
の
没
後
５
０
０
年
を
迎
え
る
今
年
、
彼
の
生
涯
に
迫
り
ま
す
。

室
町
幕
府
の
名
門

伊
勢
家
に
生
ま
れ
る

　

早
雲
は
、
備

び
っ
ち
ゅ
う
の
く
に
え
ば
ら
の
し
ょ
う

中
国
荏
原
荘
（
現
：
岡

山
県
井
原
市
）ま
た
は
京
都
の
生
ま
れ
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
正
確
な
場
所
は
不
明
で
す
。

　

ま
た
、『
北
条
五
代
記
』
な
ど
の
歴
史

資
料
に
「
子
年
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
」
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
誕
年
は

永え
い
き
ょ
う

享
４
年（
１
４
３
２
）と
も
康こ

う
し
ょ
う正

２
年

（
１
４
５
６
）と
も
い
わ
れ
、「
大
器
晩
成

の
典
型
」
や
「
若
き
エ
リ
ー
ト
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
見
解
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
早
雲
で
す
が
、
出
自
は
室
町
幕

府
奉ほ

う
こ
う
し
ゅ
う

公
衆
の
名
門
・
伊
勢
家
で
あ
り
、
応お

う

仁に
ん

元
年
（
１
４
６
７
）
頃
京
都
に
上
京
し

て
、
足あ

し

利か
が

義よ
し
み視

に
仕
え
た
と
さ
れ
ま
す
。

応
仁
の
乱
と
伊
勢
家

　

当
時
の
京
都
で
は
、
幕
府
内
の
権
力
者

争
い
が
激
化
。
幕
府
内
の
武
家
が
、山や

ま

名な

宗そ
う

全ぜ
ん

率
い
る
西
軍
と
細ほ

そ

川か
わ

勝か
つ

元も
と

率
い
る
東
軍

に
分
か
れ
て「
応
仁
の
乱
」に
発
展
し
ま
す
。

　

合
戦
が
長
引
く
に
つ
れ
、
武
名
を
上
げ

る
た
め
、
ま
た
幕
府
内
の
権
力
者
と
つ
な

が
り
を
作
る
た
め
に
上
京
す
る
地
方
の
大

名
が
現
れ
ま
す
。
駿す

る
が
の
く
に

河
国
（
現
：
静
岡
県

中
央
部
）
の
守
護
大
名
・
今い

ま

川が
わ

義よ
し

忠た
だ

も
そ

の
一
人
で
す
。
義
忠
は
伊
勢
家
と
接
触
を

図
り
、
早
雲
の
姉
・
北き

た

川が
わ

殿ど
の

を
正
室
に
迎

え
ま
す
。
こ
う
し
て
、
早
雲
は
今
川
家
の

親
戚
と
な
る
の
で
す
。

今
川
家
の
危
機
を
救
う

　

義
忠
は
、
数
々
の
合
戦
で
活
躍
し
た
勇

猛
果
敢
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
義
忠
の
領
地
・
駿
河
で
は
、

遠と
お
と
う
み
の
く
に

江
国
（
現
：
静
岡
県
西
部
）
の
守
護

大
名
で
あ
る
斯し

波ば

氏
と
合
戦
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
激
化
す
る
合
戦
の
中
、
文
明
７

年
（
１
４
７
５
）、
義
忠
は
流
れ
矢
が
原

因
で
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
義
忠
の
息

子
・
龍
王
丸
（
後
の
今い

ま

川が
わ

氏う
じ

親ち
か

）
は
ま
だ

生
後
間
も
な
か
っ
た
た
め
、
跡
目
争
い
が

発
生
し
、
家
臣
が
分
裂
し
て
し
ま
い
ま

北
条
早
雲
の
生
涯
に
迫
る

す
。
中
で
も
、
今
川
家
の
親
戚
筋
に
あ
た

る
小お

じ
か鹿

範の
り

満み
つ

は
、
こ
れ
を
期
に
本
格
的
に

今
川
家
の
家
督
を
狙
っ
て
き
ま
し
た
。

　

早
雲
は
、
状
況
を
見
か
ね
た
室
町
幕
府

の
命
に
よ
り
、
姉
・
北
川
殿
を
通
じ
て
今

川
家
に
入
り
、「
元
服
ま
で
小
鹿
範
満
が

家
督
を
代
行
（
ま
た
は
補
佐
）
し
、
龍
王

丸
が
元
服
し
た
後
は
家
督
を
譲
る
」
と

い
っ
た
妙
案
で
、
こ
の
内
部
争
い
を
一
時

的
に
収
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の

早
雲
は
、
康
正
２
年（
１
４
５
６
）誕
生

説
に
基
づ
く
と
20
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
者
。

関
東
地
方
の
武
家
の
介
入
な
ど
で
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
今
川
家
の
跡
目
争
い
を
収

め
る
の
は
非
常
に
労
力
の
い
る
こ
と
で
あ

り
、
苦
悩
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
早
雲
は
室
町
幕
府
の
官
僚
と

今
川
家
客
将
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て

働
く
忙
し
い
日
々
を
送
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
頃
、
今
川
家
に
お
け
る
活
躍
が

認
め
ら
れ
、
興
国
寺
城
と
そ
の
周
辺
を
領

地
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

堀
越
御
所
攻
め

　

明
応
２
年（
１
４
９
３
）、
管か

ん

領れ
い

・
細

川
政ま

さ

元も
と

が
堀ほ

り

越ご
え

公く
ぼ
う方

足
利
政ま

さ

知と
も

と
共
謀
し

て
10
代
目
将
軍
・
足
利
義よ

し
き材

を
追
放
し
、

11
代
目
将
軍
に
足
利
義よ

し

澄ず
み（

政
知
の
息
子
）

を
擁
立
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
ま

す
。「
明
応
の
政
変
」
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
実
行
前
に
政
知
が
死
亡
し
た
た
め

政
元
主
導
で
実
行
。
計
画
通
り
将
軍
の
交

代
を
行
い
ま
し
た
が
、
死
亡
し
た
政
知
の

跡
を
継
ぐ
べ
く
息
子
の
足
利
茶
々
丸
が
武

力
蜂
起
し
、
堀
越
御
所
は
乗
っ
取
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
危
険
視
し
た
室
町
幕
府
の
命
に

よ
り
、
早
雲
は
堀
越
御
所
を
攻
撃
。
茶
々

丸
を
堀
越
御
所
か
ら
追
い
出
す
こ
と
に
成

功
し
ま
す
。
逃
げ
延
び
た
茶
々
丸
は
こ
の

後
数
年
間
、
伊
豆
半
島
や
関
東
地
方
を

転
々
と
し
な
が
ら
早
雲
と
激
し
い

合
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

晩
年
の
早
雲

　

明
応
７
年（
１
４
９
８
）、つ
い
に

茶
々
丸
を
破
っ
た
早
雲
は
伊
豆
半

島
を
事
実
上
平
定
し
、室
町
幕
府
の

反
抗
勢
力
の
多
い
相
模
国（
現
：
神

奈
川
県
）へ
と
本
格
的
に
侵
攻
を
始

め
ま
す
。三
浦
氏
を
は
じ
め
と
し
た

勢
力
の
抵
抗
に
苦
戦
し
つ
つ
も
、永
正
13
年

（
１
５
１
６
）に
相
模
を
平
定
し
ま
す
。こ
う

し
て
、早
雲
は
伊
豆
と
相
模
の
２
カ
国
を
有

す
る
戦
国
大
名
へ
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

相
模
平
定
か
ら
２
年
後
の
永
正
15
年

（
１
５
１
８
）、家
督
を
息
子
・
氏う

じ

綱つ
な

に
譲
り
、

翌
年
の
永
正
16
年（
１
５
１
９
）、病
に
倒

れ
て
韮
山
で
息
を
引
き
取
り
ま
す
。
遺
体

は
修
善
寺（
現
：
伊
豆
市
）で
荼だ

毘び

（
火
葬
）

に
付
さ
れ
、
そ
の
２
年
後
、
早
雲
寺
（
現
：

神
奈
川
県
箱
根
町
）に
葬
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

北条早雲画像
（岡山県井原市  長谷山法泉寺  所蔵）
（画像提供：井原市教育委員会）
※法泉寺には永享 4年（1432）生誕と伝わる

問 

文
化
財
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
８

北條早雲画像
（神奈川県箱根町  早雲寺  所蔵）
（画像提供：箱根町立郷土資料館）

韮山城
を守るために

（ 

写
真
提
供
：

韮
山
城
を
復
元
す
る
会
）

韮山城を復元する会では、韮山
城跡本城部（龍

りゅうじょうさん

城山）の草刈り
や清掃といった環境整備を定期的に
行っています。また、多くの皆さん
に韮山城跡の魅力を知ってもらえる
よう勉強したり、PRをしたりするな
ど、日々活動に励んでいます。今後、
国指定史跡となることを目指して調
査が進み、韮山城跡の本来の姿が明
らかになることを期待しています。
　今年は北条早雲没後 500 年という
こともあり、その終生の居城である
韮山城跡への注目が高まってきてい
ると感じています。より多くの皆さ
んが韮山城跡に訪れることで、市全
体の活性化につながる
ようこれからも積極的
な活動をしていきたい
と思います。

NPO法人
韮山城を復元する会

会長　山下捷雄

韮
山
城
環
境
整
備

活
動
の
様
子
◀
▼
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韮
山
城
・
権ご

ん
げ
ん
く
る
わ

現
曲
輪

　

三
の
丸
と
二
の
丸
の
間
に
位
置
す
る
曲

輪
。
外
側
に
は
、
土
塁
が
良
好
な
状
態
で
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
側
の
土
塁
の
上
に
は
、

明
応
９
年（
１
５
０
０
）
に
早
雲

が
建
立
し
た
と
伝
わ
る
熊
野
神

社
が
建
っ
て
い
ま
す
。
熊
野
「
権

現
」
の
あ
る
「
曲
輪
」
で
権
現

曲
輪
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
土
手
和
田
地
区
の
住

民
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
お

り
、
神
社
と
城
郭
が
厳
か
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

韮
山
城
・
二
の
丸

　

権
現
曲
輪
の
南
側
に
位
置
す
る
曲
輪
。

権
現
曲
輪
よ
り
一
段
高
く
、
見
晴
ら
し
の

良
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所

も
ま
た
曲
輪
が
土
塁
で
囲
ま
れ
て
お
り
、

防
御
性
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。ま
た
、

土
塁
の
一
部
を
見
る
と
、
岩
を
削
り
出
し

て
作
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

韮
山
城
を
築
く
た
め
に
多
大
な
労
力
が

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

韮
山
城
・
本
丸

　

二
の
丸
よ
り
さ
ら
に
南
側
、
龍
城
山
の

一
番
高
い
場
所
に
築
か
れ
た
曲
輪
。
眺
望

が
非
常
に
よ
く
、
田
方
平
野
を
一
望
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
攻
め
て

く
る
敵
の
軍
勢
を
監
視
す
る
に
は
最
適
の

場
所
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
天
気
の
良
い
日
に
は
富
士
山
を

望
め
る
絶
好
の
場
所
に
な
り
ま
す
。
も
し

か
す
る
と
、
早
雲
も
こ
の
場
所
か
ら
見
る

景
色
を
気
に
入
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
も
韮
山
城
跡
か
ら
、
早
雲

と
同
じ
景
色
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

願
成
就
院

　

鎌
倉
時
代
の
文
治
５
年（
１
１
９
０
）、

源
頼
朝
に
よ
る
奥
州
藤
原
氏
攻
め
の
際
、

戦
勝
祈
願
を
目
的
に
北
条
時
政
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
寺
社
。
運
慶
作
の
５
躯
の
仏

像
が
拝
観
で
き
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
の
寺
院
と
し

て
有
名
な
願
成
就
院
で
す
が
、
戦
国
時
代

に
は
早
雲
の
堀
越
御
所
攻
撃
に
よ
っ
て
火

災
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

早
雲
は
、
戦
火
に
巻
き
込
ん
だ
こ
と
を

詫
び
、
復
旧
の
援
助
を
実
施
。
以
来
、
北

条
氏
は
願
成
就
院
と
つ
な
が
り
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

国
指
定
史
跡
・
伝
堀
越
御
所
跡

　

守
山
の
麓
、
願
成
就
院
北
側
に
位
置
す

る
室
町
幕
府
の
関
東
支
配
の
拠
点
「
堀
越

御
所
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
。
過
去

の
発
掘
調
査
で
は
、
幅
１
０
０
ｍ
近
い
池

の
後
や
導
水
施
設
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

大
き
な
財
力
を
持
つ
権
力
者
が
住
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
建
物
跡

は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
足
利
政

知
や
早
雲
と
激
し
い
合
戦
を
繰
り
広
げ
た

足
利
茶
々
丸
が
拠
点
と
し
て
い
た
場
所
が

見
つ
か
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
応
２
年
（
１
４
９
３
）、
堀
越
御
所

跡
を
攻
め
た
早
雲
が
終
生
の
拠
点
と
し
た

と
さ
れ
る
城
跡
。
こ
の
た
め
、
早
雲
は

「
韮に

ら

山や
ま

殿ど
の

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
城
部
（
龍

り
ゅ
う
じ
ょ
う
さ
ん

城
山
）、
要よ

う

害が
い

・
砦

と
り
で

と
し

て
機
能
し
た
と
さ
れ
る
天て

ん
が
た
け

ヶ
岳
、
周
辺
の

城
下
町
か
ら
な
る
広
大
な
平ひ

ら

山や
ま

城じ
ろ

跡あ
と

で
、

慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）
の
廃
城
後
、
韮

山
代
官
・
江
川
家
の
管
理
地
と
な
っ
た
こ

と
で
、
現
在
ま
で
良
好
な
状
態
で
遺
構
が

残
存
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
に

豊
臣
軍
が
韮
山
城
を
攻
め
た
際
に
武
将

の
陣
地
配
置
の
た
め
に
作
成
し
た
絵

図
や
、
寛
政
５
年
（
１
７
９
３
）
に

韮
山
代
官
・
江
川
家
が
作
成
し
た

「
伊い

ず
た
が
た
ぐ
ん
に
ら
や
ま
こ
じ
ょ
う
ず

豆
田
方
郡
韮
山
古
城
図
」（（
公
財
）

江
川
文
庫
蔵
）
な
ど
の
良
好
な
資
料
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
城
の
構
造
に
つ
い
て
み
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

韮
山
城
・
三
の
丸

　

韮
山
城
跡
本
城
部
の
最
も
北
側
に
位
置

す
る
曲く

る
わ輪

（
尾
根
を
削
っ
て
作
っ
た
平

場
）。
現
在
は
、
韮
山
高
校
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
築
か
れ
て

い
る「
土ど

る
い塁

」や
、

城
池
親
水
公
園

側
か
ら
見
る
と

山
の
斜
面
を
登

り
に
く
い
よ
う

に
削
っ
て
い
る

「
切き

り

岸ぎ
し

」
が
良
好

な
状
態
で
残
っ

て
い
ま
す
。

韮山高校

136

韮山駅

伊豆長岡駅
狩野川

韮山城跡

韮山中学校伝堀越御所跡
願成就院

簡略図
早雲ゆかりの地

城池



ご
め
ん
ね
早
雲

そ
し
て　

あ
り
が
と
う
早
雲

今
、
よ
み
が
え
る
北
条
早
雲

ボランティアに応募して

　韮山高校で行われた志龍塾で、小和田哲男

さんによる北条早雲公についての講演があり

ました。ほとんど知識がありませんでしたが、

小和田さんに取材にうかがいました。その中

で少しずつ学び、「韮高新聞」で早雲公につ

いての記事を書いています。私は日本史があ

まり得意ではありません。そこで、身近なこ

とから日本史に興味を持つきっかけになれば

と思い、ボランティアに応募しました。

　イベントを通して、日本中に早

雲公の魅力が伝わってほしい

です。まずは早雲公や伊豆の国

市が愛されるイベントとする

ため、ボランティアの一員とし

て支えていきたいです。

ボランティアスタッフ

韮山高校2年  吉村彩

北条早雲公没後 500 年祭をお楽しみに！

　本年は、韮山城を終生の居城とした早雲公が没してから 500

年にあたる年です。実行委員会では、昨年 11 月、韮山城本丸（龍

城山）で、「北条早雲公没後 500 年忌法要」を行いました。そし

て本年 11 月、いよいよ「北条早雲公没後 500 年祭」を開催します。

　催し物は、「早雲公の人物像をいかに知ってもらうか」に主眼

を置き、決定しました。11 月 1 日はいずのくに大使による「落

語」と「ひとり語り」を、11 月 2 日は法要・稚児行列に始まり、

午後にはより学術的に詳しく学ぶための小和田哲男氏による講演

会「北条早雲公の虚像と実像」をそれぞれ行うなど、

これまで江川坦庵公の影に隠されていた北条早雲公

を前面に押し出した内容となっています。また、仏

教会中心に行う稚児行列には市内の児童・園児たち

も参加し、イベントを盛り上げてくれます。

　市民の皆さん、お誘いあわせのうえ、ぜひ

足をお運びください。

北条早雲公没後 500 年祭実行委員会

会長  河野眞人

郷土の誇りを伝えられる人に

　源頼朝公が源平の争いで敗れて蛭ヶ小島に

流され、その後市内で平家追討の旗揚げをし

て鎌倉幕府を興し、武家政権が始まりました。

　北条早雲公が堀越御所を攻撃し、韮山城を築

き、戦国時代における関東の覇者となりました。

　江川坦庵公が蘭学により外国情報を入手

し、日本の近代が胎動を始めました。

　このように、伊豆の歴史をたどると日本の

歴史が見えてきます。伊豆の国市は、歴史を

検証する遺跡の宝庫です。皆さん

には、このイベントをきっかけ

に、多くの歴史が残る地域に住

むことを誇りに思える一人、そ

れを伝える一人になってほし

いと思います。

　実行委員会

　副会長  橋本敬之

　

終
生
を
韮
山
で
過
ご
し
、
人
々
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
に
尽
力
し
た

早
雲
の
遺
徳
を
し
の
び
、
供
養
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
北
条
早
雲
公
没

後
５
０
０
年
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
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11
月
１
日（
金
）

い
よ
い
よ
開
催
！　

北
条
早
雲
公
没
後
５
０
０
年
祭

▼
早
雲
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
集
合
13
時
15
分
）

　

江
川
邸
〜
韮
山
城
跡
周
辺

▼
早
雲
関
連
映
像
上
映

　

16
時
〜
17
時
30
分　

韮
山
時
代
劇
場
映
像
ホ
ー
ル

▼
時
を
超
え
る
語
り
の
会

　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

①
ポ
ス
タ
ー（
絵
と
書
）表
彰
式

　
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

② 

早
雲
研
究
発
表

　
（
韮
山
高
校
文
系
探
究
コ
ー
ス
）

③
落
語（
立
川
志
ら
べ
氏
）

④
ひ
と
り
語
り（
大
塚
良
重
氏
）

11
月
２
日（
土
）

▼
稚
児
行
列

　

10
時
出
発　

江
川
邸
〜
城
池
親
水
公
園

▼
北
条
早
雲
公
没
後
５
０
０
年
祭
法
要

　

11
時
〜
11
時
45
分  
城
池
親
水
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

※ 

法
要
終
了
後
、
も
ち
ま
き
、
天
城
連
峰
太
鼓
、

芸
妓
踊
り
な
ど
お
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

▼
基
調
講
演「
北
条
早
雲
公
の
虚
像
と
実
像
」

　

14
時
〜
15
時
10
分　

韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

　

小
和
田
哲
男
氏（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

▼
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

15
時
25
分
〜
16
時
30
分

　
　

司
会
／
小
和
田
哲
男
氏

　

パ
ネ
ラ
ー
／
北
条
五
代
関
連
市
町
首
長

立川志らべ氏 大塚良重氏

小和田哲男氏

絵
／
秋
津
美
羽
さ
ん
（
韮
山
高
校
美
術
部
）

書
／
外
山
祐
羽
さ
ん

　
「
北
条
早
雲
公
没
後
５
０
０
年
祭
」
開
催
に
先
駆
け
、

「
北
条
早
雲
公
没
後
５
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
」
の
皆

さ
ん
に
、
意
気
込
み
や
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。
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認知症の
人の家族

はいかい者

発見者

認知症の
人の家族

○
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

衣
服
や
携
行
品
に
「
見
守
り
シ
ー

ル
」
を
貼
っ
た
人
が
一
人
で
歩
い
て
い

た
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
「
ど
う
し
ま
し
た

か
。
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
可
能
で
あ
れ
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
「
見
守
り
シ
ー
ル
」
を
読
み

取
り
、
発
見
情
報
を
入
力
し
て
ご
家
族

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
読
み
取
り
方

法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
市
役
所
や

警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ス
マ
ホ
で
ア
ク
セ
ス
！

ど
こ
シ
ル
伝
言
板

は
い
か
い
者
探
索
事
業

　

市
で
は
、
認
知
症
の
人
や
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
行
方
不
明
時
の
早
期
発
見
・
事

故
防
止
の
た
め
、「
見
守
り
シ
ー
ル
」

に
よ
る
「
は
い
か
い
者
探
索
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
見
守
り
シ
ー
ル
を利用

す
る
に
は
？

　

本
人
ま
た
は
家
族
が
、
長
寿
福
祉
課
窓

口
で
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

見
守
り
シ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

は
い
か
い
な
ど
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
と

き
に
早
期
の
発
見
・
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配 

布
物
／
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
見
守
り
シ
ー

ル
40
枚（
ア
イ
ロ
ン
で
簡
単
貼
り
付
け
）

対 

象
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
認
知
症
高

齢
者
ま
た
は
在
宅
の
若
年
性
認
知
症

で
、
は
い
か
い
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

必 

要
な
も
の
／
申
請
者
の
印
鑑
、
発
見
通

知
を
受
け
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
３
件

ま
で
）

負
担
金
／
１
セ
ッ
ト
３
８
０
円

問 
長
寿
福
祉
課

☎ 
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

地
域
の「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
拡
大
中
で
す
！

●
認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の

あ
る
脳
の
病
気
で
す
。
国
の
推
計
で
は
、

２
０
２
５
年
に
は
認
知
症
患
者
は
全
国
で

７
０
０
万
人
に
達
し
、
65
歳
以
上
の
５
人

に
１
人
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
が
抜
け
落
ち

た
り
、
時
間
や
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
り
す
る
記
憶
障
が
い
が
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
、
状
態
に
よ
っ
て
、
は
い
か
い
な
ど

の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
「
も
の
忘
れ
」
と
は
違
う
の
？

　

高
齢
者
特
有
の
加
齢
に
よ
る
「
も
の
忘

れ
」
と
違
う
の
は
、
認
知
症
の
記
憶
障
が

い
に
は
自
覚
症
状
が
乏
し
い
と
い
う
点
で

す
。「
忘
れ
た
」
の
で
は
な
く
「
記
憶
に

な
い
」
た
め
、
食
事
を
し
た
の
に
食
べ
て

い
な
い
と
思
う
な
ど
と
い
っ
た
、そ
の「
行

●
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
は
、
大
き
な

不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
地
域

で
温
か
く
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
困
っ
て
い

た
ら
、進
ん
で
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
で
す
。

為
自
体
を
否
定
す
る
」
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。

○
加
齢
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」

　
 

記
憶
の
帯
は
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
そ

の
体
験
の
一
部
を
忘
れ
て
い
る
状
態

○
認
知
症
に
よ
る
「
記
憶
障
が
い
」

　

 

記
憶
全
体
が
抜
け
落
ち
、
体
験
そ
の
も

の
を
忘
れ
て
い
る
状
態

◆
皆
さ
ん
が
で
き
る
認
知
症
支
援

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

◇ 

認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
接
し
方
を
理
解
し
、
地
域

で
見
守
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

◇ 

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
地
域
の
集
ま
り
や
職
場

内
研
修
な
ど
に
出
向
き
ま
す
。

○
認
知
症
カ
フ
ェ

　

誰
も
が
気
軽
に
集
い
、
ゆ
っ

く
り
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
過

ご
た
り
す
る
場
を
毎
月
市
内
７

カ
所
で
開
催
。
認
知
症
の
専
門

家
な
ど
に
相
談
も
で
き
ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
一
覧
／

　

①
い
ず
の
ん
カ
フ
ェ
（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

②
和
み
カ
フ
ェ  

湯
の
家（
長
岡
寮
湯
の
家  

集
会
所
）

　

③
ぶ
な
カ
フ
ェ
（
韮
山
・
ぶ
な
の
森
）

　

④
な
が
お
か
ふ
ぇ
（
ウ
ェ
ル
シ
ア
伊
豆
長
岡
店
）

　

⑤
ち
ょ
っ
く
ら
カ
フ
ェ
（
プ
レ
ー
ゲ
お
お
ひ
と
）

　

⑥
カ
フ
ェ
い
ち
ご
（
い
ち
ご
の
里
）

　

⑦
カ
フ
ェ　

行
く
べ
〜
（
高
齢
者
温
泉
交
流
館
）

※
開
催
日
時
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
。

◆
市
が
行
う
認
知
症
支
援

○ 

は
い
か
い
高
齢
者
等

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
前
登
録
サ
ー
ビ
ス

　

は
い
か
い
の
心
配
が
あ
る
場
合

に
、
事
前
に
名
前
・
住
所
・
連
絡
先

な
ど
を
登
録
し
、
早
急
に
捜
索
を

始
め
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

行
方
不
明
者

情
報
を
メ
ー
ル

で
届
け
ま
す
。

登 
録
方
法
／izunokuni-entry@

tokyoanpi.sbs-infosys.com

に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
、案

内
に
沿
っ
て

登
録
し
ま
す
。

登録はこちら

問 

保
健
福
祉
・
こ
ど
も
・
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
力

が
必
要
で
す
。
地
域
の
「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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受付期間

11 月 1日（金）
～ 29日（金）

土・日・祝日を除く
14：30 ～ 17：00

令和 2 年度

市立幼稚園児募集
受付場所／入園を希望する幼稚園
※ 面接を行います。電話で日程を調整後、
お子さんと一緒にお越しください。

令和 2 年度

保育園児募集

【
入
園
で
き
る
要
件
】

　

 

市
内
在
住
で
保
護
者
が
次
の
①

〜
⑤
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
よ

り
、
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

① 

月
60
時
間
以
上
働
い
て
い
る

（
例
：
１
日
４
時
間
以
上
、
月

15
日
以
上
勤
務
）

※
自
営
・
農
業
な
ど
を
含
む
。

※ 

求
職
活
動
期
間
中
も
入
所
可
。

た
だ
し
、
３
カ
月
以
内
に
就
労

す
る
こ
と
が
条
件
。

② 

病
気
や
負
傷
、心
身
の
障
が
い
、

出
産
（
出
産
予
定
月
の
２
カ
月

前
か
ら
出
産
後
の
２
カ
月
以
内
）

③ 

家
庭
内
で
、
長
期
に
わ
た
る
病
気

の
人
や
心
身
に
障
が
い
の
あ
る

人
を
常
時
看
護
・
介
護
し
て
い
る

④ 

火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の

災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑤ 

Ｄ
Ｖ
・
虐
待
な
ど
の
お
そ
れ
が

あ
る

【
保
育
料
】

●
３
〜
５
歳
児　

無
償

●
０
〜
２
歳
児

　

 

公
立
・
私
立
共
通
で
、
保
護
者
の

市
民
税
課
税
状
況
に
よ
り
算
定

し
、
毎
月
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

保
育
料
以
外
に
、
教
材
費
な
ど

受付開始
11 月 18 日（月）

の
実
費
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
入
園
を
希
望
す
る

園
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
給
食
費（
主
食
費
・
副
食
費
）】

●
３
〜
５
歳
児

　

 

園
に
よ
り
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

園
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
０
〜
２
歳
児

　

 

保
育
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

　【
必
要
書
類
】

　

 

10
月
４
日（
金
）か
ら
幼
児
教

育
課
、
市
民
課
、
各
支
所
で
配

布
し
ま
す
。

① 

支
給
認
定
申
請
書
兼
入
園
申
込
書

（
保
護
者
印
を
押
印
）

② 

調
査
承
諾
書（
保
護
者
印
を
押
印
）

③ 

入
所
要
件
確
認
書
類
（
就
労
証

明
書
・
事
業
主
の
証
明
な
ど
）

※ 

所
得
課
税
証
明
書
や
戸
籍
謄
本

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
及

び
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

【
そ
の
他
】

○ 

令
和
２
年
１
〜
３
月
の
入
園
希

望
者
の
う
ち
、
令
和
２
年
度
も

入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
入

土・日・祝日を除く
8：30 ～ 17：15

受付場所／幼児教育課
（あやめ会館内）

問 幼児教育課（あやめ会館内）
☎ 055-948-1447

園
申
請
が
必
要
で
す
。

○ 

今
年
度
入
園
が
保
留
に
な
っ
て

い
て
、
令
和
２
年
度
も
入
園
を

希
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て
入

園
申
請
が
必
要
で
す
。
確
認
書

類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

○ 

す
で
に
保
育
園
に
通
園
し
、
令

和
２
年
度
も
継
続
し
て
通
園
を

希
望
す
る
場
合
は
、
今
回
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
継

続
手
続
き
の
書
類
を
配

布
す
る
の
で
、
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

○ 

市
外
の
園
を
希
望
す
る

場
合
は
、
申
込
期
限
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
市
町
に
直
接
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

育
児
休
業
明
け
に
希

望
す
る
場
合
、
職
場
復

帰
す
る
日
が
１
〜
24

日
の
場
合
は
前
月
初

日
か
ら
、
25
〜
31
日
の

場
合
は
同
月
初
日
か

ら
、
入
園
受
入
対
象
と

な
り
ま
す
。

○ 

お
子
さ
ん
の
年
齢
や
保

護
者
の
就
労
時
間
な
ど

に
よ
り
、希
望
す
る
園

締切①／ 12 月 2 日（月）
締切②／令和 2年 1月 31 日（金）
締切③／令和 2年 3月 13 日（金）
※締切①の申請者を優先して調整します。

へ
の
入
園
や
４
月
１
日
の
入
園

が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○ 
幼
稚
園
へ
の
入
園
も
検
討
し
て

い
る
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○ 

入
園
後
に
な
ら
し
保
育
を
行
い

ま
す
。
数
週
間
程
度
、
お
子
さ

ん
が
保
育
園
に
慣
れ
る
ま
で

は
、
短
い
保
育
時
間
か
ら
徐
々

に
通
常
の
保
育
時
間
に
し
て
い

き
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

保育園・こども園 電話番号 対象児
私立しょうれんじこども園  楽生・寿光 ☎ 055-947-2222

3 カ月児～
小学校就学前私立韮山保育園 ☎ 055-949-2188

私立ちとせ保育園 ☎ 055-949-1826
私立慈恩こども園 ☎ 0558-76-2552

11 カ月児～
小学校就学前

市立長岡保育園 ☎ 055-948-1887
市立あゆみ保育園 ☎ 055-949-3277
市立ひまわり保育園 ☎ 0558-76-0439
市立ひまわり保育園大仁分園 ☎ 0558-76-1173 11 カ月児～ 2歳児

小規模保育事業所私立クオレ保育園 ☎ 055-948-9949 3 カ月児～ 2歳児

問 幼児教育課（あやめ会館内）
☎ 055-948-1447

【
対
象
児
】

　

 

市
内
在
住
で
、
平
成
26
年
４
月

２
日
〜
平
成
29
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
３
歳
児
、
４
歳
児
、

５
歳
児

【
保
育
日
・
時
間
】

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
は
除
く
）

　

８
時
30
分
〜
14
時
15
分

※ 
３
歳
児
の
み
、
な
ら
し
期
間
が

あ
り
、
期
間
中
は
保
育
時
間
が

短
く
な
り
ま
す
。

※ 

希
望
す
る
園
児
に
は
、
夏
・
冬
・

春
休
み
の
預
か
り
保
育
を
一
部

の
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
授
業
料
】

　

 

無
償

※ 

授
業
料
以
外
に
、
教
材
費
な
ど

の
実
費
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
入
園
を
希
望
す
る

園
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
給
食
費（
主
食
費
・
副
食
費
）】

　

令
和
元
年
度
の
月
額
（
参
考
）

　
　
　
　
　
　
　

３
，３
０
０
円

※ 

令
和
２
年
度
か
ら
変
更
す
る
予

定
で
す
。

※ 

３
歳
児
は
４
・
８
月
、
４
・
５
歳

児
は
８
月
を
除
く
。市立幼稚園 電話番号

長岡幼稚園 ☎ 055-948-6620

共和幼稚園 ☎ 055-949-2700

富士美幼稚園 ☎ 055-949-4400

のぞみ幼稚園 ☎ 0558-76-0438

田京幼稚園 ☎ 0558-76-1430

※ 令和 2年 4月から園区を撤廃するため、希望す
る園に申請できるようになります。

【
必
要
書
類
】

　

 10
月
４
日（
金
）
か
ら
、
幼
児

教
育
課
、
市
民
課
、
各
支
所
、
各

幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

【
預
か
り
保
育
に
つ
い
て
】

　

長
期
休
業
中
の
預
か
り
保
育
な

ど
、
令
和
２
年
度
の
実
施
内
容
に

つ
い
て
は
、
幼
児
教
育
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
、

無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

○ 

受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○ 

認
定
こ
ど
も
園
の
教
育
認
定

（
１
号
認
定
）
や
、
市
外
の
幼

稚
園
へ
の
入
園
申
請
は
、
直
接

希
望
す
る
園
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○ 

市
立
幼
稚
園
に
は
、
通
園
バ
ス

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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受付期間

11 月 1日（金）
～ 29日（金） 土・日・祝日を除く

8：30 ～ 17：15

令和 2 年度

放課後児童教室

入所児童募集
問 学校教育課　☎ 055-948-1444

【
対
象
】

　

 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
内
の

小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
新
年

度
に
１
〜
４
年
生
に
な
る
児

童
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
低
学
年

（
１
・
２
年
生
）
児
童
の
入
所
に

問
題
が
な
い
場
合
に
お
い
て

５
・
６
年
生
で
も
入
所
で
き
る

も
の
と
す
る
。

○ 
通
学
距
離
が
お
お
む
ね
４
㎞
を

超
え
る
遠
距
離
で
あ
り
、
徒
歩

で
の
通
学
が
困
難
で
あ
る
と
き

○ 

弟
や
妹
が
放
課
後
児
童
教
室
に

入
所
し
て
い
る
ま
た
は
入
所
見

込
み
の
場
合
で
、
５
・
６
年
生

の
兄
、
姉
が
同
時
に
教
室
を
利

用
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る

と
き

○ 

そ
の
他
、
保
護
者
の
勤
務
体
系

や
災
害
復
旧
対
応
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
特
に
利
用
の
必
要
性

が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

【
入
所
で
き
る
要
件
】

　

 

児
童
の
保
護
者
お
よ
び
同
じ
敷

地
内
の
祖
父
母
（
令
和
２
年
４

月
１
日
現
在
で
65
歳
未
満
）
が

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
の
事

情
で
下
校
時
に
児
童
を
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合

① 

自
宅
の
外
で
働
い
て
い
る
（
１

日
に
13
時
〜
15
時
を
含
む
４
時

間
以
上
、
月
15
日
以
上
勤
務
）

※ 

求
職
活
動
中
も
入
所
可
能
。
た

だ
し
猶
予
は
１
カ
月
間
。

② 

家
庭
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

（
１
日
に
13
時
〜
15
時
を
含
む
４

時
間
以
上
、
月
15
日
以
上
勤
務
）

③ 

病
気
や
負
傷
、心
身
の
障
が
い
、

出
産
（
出
産
予
定
月
の
２
カ
月

前
か
ら
出
産
月
の
翌
月
か
ら
２

カ
月
以
内
お
よ
び
そ
の
後
の
求

職
期
間
３
カ
月
）

④ 

家
庭
内
で
長
期
に
わ
た
る
病
気

の
人
や
、
心
身
に
障
が
い
の
あ

る
人
の
看
護
を
し
て
い
る

⑤ 
火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の

災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

【
負
担
金
】

▼
保
育
料
／
月
額
５
，０
０
０
円

▼
お
や
つ
代
／
月
額
２
，０
０
０
円

▼
傷
害
保
険
料
／
年
額
８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

【
開
所
時
間
】

▼ 

月
〜
金
曜
日

　

放
課
後
〜
18
時
30
分

▼ 

土
曜
日
、
夏
・
冬
・
春
休
み

　

７
時
30
分
〜
18
時
30
分

※ 

日
曜
日
・
祝
日
、
８
月
13
日
〜

15
日
（
予
定
）、
12
月
28
日
〜

１
月
３
日
は
休
み

【
必
要
書
類
】

　

 

学
校
教
育
課
、
各
放
課
後
児
童

教
室
、
市
民
課
、
各
支
所
に
あ

る
次
に
掲
げ
る
申
請
書
類
で
、

期
限
ま
で
に
学
校
教
育
課
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

① 

放
課
後
児
童
保
育
承
認
申
請
書

兼
児
童
台
帳

② 

入
所
要
件
が
確
認
で
き
る
書
類

（
就
労
証
明
な
ど
：
事
業
主
な

ど
の
証
明
が
必
要
）

③
調
査
承
諾
書

④
口
座
振
替
依
頼
書

⑤ 

戸
籍
謄
本（
父
子
・
母
子
家
庭

の
場
合
）（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

【
そ
の
他
】

▼ 

現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
も
、

令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
入
所

希
望
す
る
場
合
に
は
、
新
た
に

申
請
が
必
要
で
す
。

▼ 

受
付
期
間
終
了
後
も
随
時
受
け

付
け
ま
す
が
、
受
付
期
間
中
の

申
請
を
優
先
し
ま
す
。

▼ 

応
募
多
数
の
場
合
、
低
学
年
優

先
で
、
抽
選
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

放 課後児童教室とは／労働などで保護者が
日中家庭にいない小学生に対し、放課後、
安定した「遊び」と「生活の場」を提供
する場です。勉強の指導は行いません。

放課後児童教室名 定数

長岡南小学校放課後児童教室 70 人

長岡南小学校第二放課後児童教室 40 人

長岡北小学校放課後児童教室 40 人

韮山小学校放課後児童教室 70 人

韮山小学校第二放課後児童教室 50 人

韮山南小学校放課後児童教室 60 人

子育て支援施設すずかけ館（大仁小） 70 人

子育て支援施設第二すずかけ館（大仁小）12 人

子育て支援施設あすなろ館（大仁北小） 45 人

※第一教室と第二教室の選択はできません。

企業誘致が一歩前進！

江間工業用地進出企業 の 工場 が 竣工
＆同社 と 災害協定 を 締結

【企業誘致について】　問 政策戦略課　☎ 055-948-1415
【災害協定について】　問 危機管理課　☎ 055-948-1482

市
の
企
業
誘
致
を
受
け
て
江
間
工

業
用
地
に
進
出
し
た
、
イ
ハ
ラ

サ
イ
エ
ン
ス
（
株
）
静
岡
事
業
所
の
伊

豆
長
岡
工
場
が
完
成
。
８
月
30
日
に
同

工
場
の
竣
工
式
が
開
か
れ
、
関
係
者
が

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

江
間
工
業
用
地
は
、
市
が
地
域
経

済
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
な
ど
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

ワ
ー
ル
ド
跡
地
に
整
備
し
た
も
の
で
、

同
社
が
平
成
29
年
３
月
に
約
７
億
５
，

６
０
０
万
円
で
購
入
し
、
そ
の
後
工
場

建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

同
社
は
都
内
に
本
社
を
置
く
配
管

メ
ー
カ
ー
で
、
高
圧
継
手
で
は
国
内
最

大
手
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
内
か
ら
の
雇
用
も
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
の

活
性
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 記念植樹を行いました

竣
工
式
に
先
立
ち
、
市
は
、
同
社

と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
施
設

利
用
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
締
結
式
で
は
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
が
発
生
し
た
、
ま
た
は
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
工

場
の
施
設
利
用
の
協
力
に
つ
い
て
、
必

要
と
な
る
事
項
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

小
野
市
長
は
「
地
域
防
災
へ
の
協
力

だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
、
イ
ハ
ラ

サ
イ
エ
ン
ス
（
株
）
の
長
尾
雅
司
社
長

は
、「
貢
献
で
き
て
嬉
し
い
。
今
後
も

努
力
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
協
力
内
容
／

　

①
救
援
物
資
の
受
入
場
所
の
確
保

　

②
輸
送
車
の
停
留

　

③
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
貸
出

　

④
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
利
用協定書を手にする小野市長と長尾社長

写真提供：イハラサイエンス（株）

◆工場の竣工式が開催

◆同社と災害協定を締結
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医療機関（電話番号） 実　施　時　間

伊豆長岡小児クリニッ
ク（☎ 055-949-1321）

月～金 9：30 ～ 11：00、
13：00 ～ 17：00、 土 13：00
～ 15：30（要予約）

伊豆韮山温泉病院
（☎ 055-949-1466）

月～金 9：00 ～ 11：30、
14：00 ～ 16：30（要予約）

岸クリニック
（☎ 055-949-7770）

月～水・金・土 9：00 ～ 12：
00、14：30 ～ 17：30　
※ 10・1・2月のみ電話で予約

くきの皮膚科
（☎ 055-940-2000）

月・火・木・金
9：00 ～ 11：00

健院   伊豆の国
（☎ 055-949-8880）

月～水・金 9：00 ～ 12：00、
16：00 ～ 19：00、 木 17：00
～ 19：00、土 9：00 ～ 13：00

河野内科医院
（☎ 055-940-2355）

受 付 時 間　 月 ～ 土 9：00 ～
12：00、月・火・木・金 15：
00 ～ 18：00

杉本医院
（☎ 055-949-2222）

月～金 9：00～12：00、15：00
～ 18：00、土 9：00 ～ 11：00

花の丘診療所
（☎ 055-949-6886）

月～水・金・土 7：00 ～ 9：30、
月・水・金 13：00 ～ 15：30
※午後のみ予約が必要

江間クリニック
（☎ 055-947-1238）

月 ～ 水・金・土 9：00～ 11：
30、月～水・金 15：00～17：00
（10 月 15 日から要予約）

慈広会記念病院
（☎ 055-947-0511）

月～金 9：00 ～ 11：30、
13：00 ～ 16：00
※要予約

順天堂大学医学部附属
静岡病院
（☎ 055-948-3111）

受付時間　月～金 7：00 ～
11：30、土 7：00 ～ 10：30
※ワクチン不足の際は、お断り
する場合があります。

医療機関（電話番号） 実　施　時　間

長岡リハビリテーション
病院（☎ 055-948-0555）

月～金 9：00 ～ 11：00、
火～金 14：00 ～ 16：30

あおきクリニック
（☎ 0558-75-0303）

月～水・金・土 9：00 ～ 12：
00、月～水・金 15：00 ～ 18：
00　※要予約

あさいクリニック
（☎ 0558-77-1374）

月～金・第 2・4土 8：30～11：30、
月・火・木・金14：30～17：00　※要予
約・ワクチンがなくなり次第終了

伊豆保健医療センター
（☎ 0558-76-0111） ※電話で問い合わせください。

伊豆楢の森診療所
（☎ 050-3636-3399）

水 18：00 ～ 22：00、土・日 9：00～
12：00、13：00～18：00　※要予約

大仁医院西脇内科
（☎ 0558-76-3712）

月～土 9：00 ～ 11：30、
月～水・金 15：00 ～ 18：00

大仁クリニック
（☎ 0558-76-2556）

月～金 16：00 ～ 20：00、
土 12：00 ～ 16：00

大仁耳鼻咽喉科医院
（☎ 0558-76-4187）

月～水・金・土 9：00 ～ 12：
00、月～水・金 15：00 ～ 18：
00、土 14：00 ～ 16：00

田京診療所
（☎ 0558-76-3201）

月・火・金・土9：00～11：00、
月・水 15：30 ～ 17：00

つちやクリニック
（☎ 0558-77-1511）

月～土 8：30 ～ 11：30、
月～水・金 15：00 ～ 18：00

村田内科クリニック
（☎ 0558-76-8866）

月・火・木～日 9：00～11：30、
月・火・木・金 14：00～17：00

矢田レディースクリ
ニック
（☎ 0558-76-4550）

月～土 9：00 ～ 11：00、
月～水・金 15：30 ～ 17：00
※電話で予約（当日可）

ゆりのきクリニック
（☎ 055-940-2855）

月・火・木～土 9：00 ～ 12：00、月・
火・木・金 15：00 ～ 18：00

 対　象　次のいずれかの人
　○ 伊豆の国市に住民登録がある 65歳以上の人
　　（接種時に 65歳の誕生日をむかえている人）
　○  60 歳以上 65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器
などの障がいがあり、医師が必要と認めた人（詳
しくは、かかりつけ医にご相談ください）

 接種回数　1回

 接種期間　10月 1日（火）～令和 2年 2月 29日（土）

  予診票・依頼状　予防接種を受けるには予診票が必
要です。予診票は医療機関に置いてあります。市内・
伊豆市・函南町以外の県内指定医療機関を希望する人
は、依頼状が必要です。希望者は、健康づくり課窓口
へ予診票・依頼状を取りに来てください。

  自己負担　1,200 円（接種時に医療機関へ支払い）
※ 生活保護受給者は費用を免除します。希望者は、事
前に健康づくり課で申請してください。

接種期間は 10月から 2月まで

問 健康づくり課　☎ 055-949-6820

高齢者インフルエンザ
予防接種費を助成

参加無料！

長嶋茂雄ロード記念

「少年野球教室」 参加者募集！
問 スポーツ振興課　☎ 055-948-1460

　あのあこがれの元プロ野球選手に会える！教えてもらえる！
　講師は、昨年に引き続き、篠塚和典さんと定岡正二さん。篠塚さんはバッティ
ングと守備の講師を、定岡さんはピッチングの講師を、それぞれ務めます。

とき／ 10 月 27 日（日）13：30～ 16：00
ところ／さつきヶ丘公園野球場
　　　　（雨天：大仁体育館）
対象／市内在住の５歳児～小学３年生 100 人
　　　（応募多数の場合は抽選、親子で参加できます）
講師／市内の野球スポーツ少年団指導者
その他／運動できる服装でご参加ください。
申 込方法／ 10 月 18 日（金）までにスポーツ振興課
に申し込みください。

同時開催！　参加無料！

長嶋茂雄ロード記念

「ティーボール教室」参加者募集！

と
き
／

10
月
27
日（
日
）

　
　
　

９
時
〜
12
時

と
こ
ろ
／
さ
つ
き
ヶ
丘
公
園
野
球
場

　
　
　
　
（
雨
天
時
：
大
仁
体
育
館
）

対
象
／ 

市
内
在
住
の
小
中
学
生

１
０
０
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

※ 

市
内
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

所
属
す
る
園
児
と
小
学
生
は
申
込

不
要
で
す
。

講
師
／
定
岡
正
二
さ
ん

　
　
　
（
元
読
売
巨
人
軍
投
手
）

　
　
　

篠
塚
和
典
さ
ん

　
　
　
（
元
読
売
巨
人
軍
野
手
）

持
ち
物
／
グ
ロ
ー
ブ
、
バ
ッ
ト

※ 

運
動
で
き
る
服
装
（
野
球
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
）
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

申 

込
方
法
／
10
月
18
日（
金
）ま
で

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

昨年の様子
（篠塚さんによるバッティング指導）

昨年の様子
（定岡さんによるピッチング指導）
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●温泉健康講座
温泉があなたを待っている！

身近な温泉旅館で、自分にあった手軽な健康法を身につけましょう。

男性市民限定！

●からだほぐし編
とき／ 10 月 28 日（月）19：00～ 20：00（受付 18：45）
ところ／ホテル天坊
内容／体をほぐすエクササイズ、講義と実習
対象／  20 歳以上の男性市民　20人（先着順）
参加料／無料（講座後、温泉への入浴を希望する場合は、大人１回 500 円）
持ち物／汗拭きタオル、飲み物（動きやすい服装、運動靴で参加してください。）
講師／木内久美子先生（（有）伊豆スイムサポート）
申込方法／ 10 月 8日（火）～ 21日（月）に健康づくり課に電話で申し込み

問 

健
康
づ
く
り
課

☎ 

０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

　

᷷
健
康
᷸
で
い
る
た
め
に

● 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

保
護
者（
父
ま
た
は
母
）が
申
請
者
で
す
。

対 

象
／
市
内
在
住
の
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

助 

成
内
容
／
接
種
１
回
に
つ
き
上
限
１
，

０
０
０
円（
１
人
２
回
ま
で
）

助 

成
対
象
接
種
期
限
／
令
和
２
年
２
月
28
日

（
金
）

持 

ち
物
／
次
の
４
点
が
必
要
で
す
。

① 

医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書
の
原
本

（
対
象
者
の
氏
名
・
予
防
接
種
の
種
類
が

記
入
さ
れ
た
も
の
）

※ 

予
防
接
種
の
種
類
が
確
認
で
き
な
い
場

合
、
母
子
手
帳
や
予
防
接
種
済
証
な
ど
、

予
防
接
種
の
種
類
が
わ
か
る
も
の
が
必

要
で
す
。

② 

振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の（
申
請
者
本
人

名
義
）

③
訂
正
用
の
印
鑑（
認
印
）

④ 

予
防
接
種
事
業
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請

求
書（
市
Ｈ
Ｐ
で
入
手
可
、
申
請
者
・
口

座
名
義
人
・
承
諾
書
の
氏
名
は
同
一
保
護

者
名
で
記
入
）

申 

請
方
法
／
助
成
対
象
接
種
期
間
に
接
種

後
、
令
和
２
年
２
月
28
日（
金
）ま
で
に

健
康
づ
く
り
課
に
申
請（
全
接
種
終
了
後
）

注 

意
事
項
／
申
請
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
、

助
成
金
を
支
払
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
助
成

申
請
額
は
訂
正
で
き
ま
せ
ん
。

●
出
張
健
康
よ
ろ
ず
相
談

お
塩はどのくらい

入
っているのかな

？

女性市民限定！

●女性のための健康セルフケア編
とき／ 10 月 29 日（火）10：00～ 14：00（受付 9：45）
ところ／おおとり荘
内容／入浴効果などの講話、ヘルシーな昼食、温泉入浴、ストレッチ
対象／  20 歳以上の女性市民　20人（先着順）
参加料／ 1,500 円（昼食代＋温泉入浴代、当日キャンセル料 1,000 円）
持ち物／汗拭きタオル、飲み物（動きやすい服装、運動靴で参加してください。）
講師／望月美春先生（（有）コムネット）
申込方法／ 10 月 8日（火）～ 21日（月）に健康づくり課に電話で申し込み

　

11
月
８
日
は
᷷
い
い
歯
の
日
᷸

●
は
み
が
き
カ
レ
ン
ダ
ー
で

歯
を
健
康
に
！

　

市
で
は
、
11
月
８
日
の
「
い
い
歯
の
日
」

に
あ
わ
せ
、
市
内
す
べ
て
の
保
育
園
・
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
で
「
は
み
が
き
カ
レ

ン
ダ
ー
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
は
み
が
き
カ
レ
ン
ダ
ー
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
め
ざ
せ
！
80
歳
で
20
本
の
歯
○

い

く
つになって

も

●
噛
む
カ
ム
ケ
ア

８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル

　

27
人
の
応
募
者
全
員
が
、
80
歳
で
20
本
以

上
の
歯
を
保
持
し
て
い
ま
し
た
。
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
保
て
る
よ
う
、

年
に
１
度
は
歯
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
に
受
診
が
、自
分
の
歯
を
守
り
ま
す
。

　

市
の
歯
周
病
検
診
は
令
和
２
年
１
月
末
日

ま
で
で
す
。

健
康な歯！

①
in
ウ
エ
ル
シ
ア
伊
豆
長
岡
店

　

申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
普
段
飲
ん
で
い

る
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
を
確
認
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
10
月
17
日（
木
）14
時
〜
15
時
30
分

内 

容
／
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
測
定
、
ソ
ル
セ

イ
ブ
（
塩
分
・
味
覚
チ
ェ
ッ
ク
）、
お
塩

の
と
り
方
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相
談

持 

ち
物
／
家
庭
で
作
っ
た
味
噌
汁（
汁
の
み

15　
ml
程
度
・
容
器
問
わ
ず
）

②
in
市
役
所
伊
豆
長
岡
庁
舎

　

１
日
の
食
塩
摂
取
量
の
目
安
は
男
性
８

ｇ
・
女
性
７
ｇ
。
あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　

申
込
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

と
き
／
10
月
25
日（
金
）９
時
〜
11
時

内 

容
／
ソ
ル
セ
イ
ブ
（
塩
分
・
味
覚
チ
ェ
ッ

ク
）、
お
塩
の
と
り
方
チ
ェ
ッ
ク
、
血
圧

測
定
、
健
康
相
談
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問 市長公室　☎ 055-948-1431

　『笑う門には福来たる』をテーマに、令和 2年 1月号に掲載する笑顔
の写メを大募集！携帯電話やスマホのカメラ機能を使って、笑顔の写真
をメールでご応募ください。年齢・性別は問いません。皆さんの笑顔で、
新年を祝いましょう。募集要項を確認のうえ、投稿してください。

募 集 項要

の写メを大募集！

204 の笑顔が飾った
平成 31 年 1月号
204 の笑顔が飾 た

新年の表紙を
皆さんの笑顔で飾りましょう！

▼
応
募
条
件

　

被
写
体
が
市
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と

▼
応
募
作
品（
大
人
も
募
集
中
）

　

笑
顔 

の
写
メ

　

 

解 

像
度
／
最
低

画
像
Ｖ
Ｇ
Ａ

（
約
30
万
画
素
）
以
上
、
最
高
２

Ｍ
（
２
０
０
万
画
素
）以
内

▼
応
募
方
法

　

 
11
月
25
日（
月
）ま
で
に
、
投
稿
者

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、

被
写
体
の
氏
名
、『
広
報
い
ず
の
く

に
』
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
明
記
の
う
え

メ
ー
ル
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

グ
ル
ー
プ
で
並
ん
で
掲
載
し
た
い
場

合
は
、そ
の
旨
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

info@
city.izunokuni.shizuoka.jp

※ 

受
付
メ
ー
ル
を
返
信

し
ま
す
。
１
週
間
以

上
受
付
メ
ー
ル
が
届

か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
掲
載
方
法

○ 

投
稿
写
真
は
全
て
掲
載
し
ま
す
。
た

だ
し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
表
紙
以

外
の
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○ 

掲
載
時
の
写
真
の
大
き
さ
は
、
投
稿

数
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す
。

○ 

数
枚
ほ
ど
、
ほ
か
の
も
の
よ
り
大
き

く
掲
載
す
る
写
真
が
あ
り
ま
す
。

▼
注
意
点

① 

被
写
体
の
了
承
を
得
た
う
え
で
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

② 

顔
を
ア
ッ
プ
で
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

被
写
体
一
人
に
つ
き
、
一
点
の
応
募

と
し
ま
す
。

④ 

画
像
加
工
（
特
殊
効
果
や
文
字
の
挿

入
）し
た
作
品
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

⑤ 

写
真
の
状
態
に
よ
り
、
写
真
の
再
提

出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑥ 

募
集
要
項
に
適
し
て
い
な
い
も
の

は
、
掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑦ 

一
度
に
複
数
の
写
真
を
送
る
場
合

は
、
フ
ァ
イ
ル
名
を
氏
名
に
す
る

な
ど
、
顔
と
名
前
が
一
致
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

写真例QRコード

静岡県東部農林事務所からのお知らせ

韮山中央農道
西側水路更新・道路拡幅工事 を実施します

問 農業商工課　☎ 0558-76-8003

　昨年に引き続き、市道韮 2-3 号線（通称：
韮山中央農道）の西側水路の更新・道路拡
幅工事を同時に行います。
　工事期間中は、各交差点（西側のみ）に
おいて片側通行や通行止めを行います。皆
さんには、大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

●工事概要
　事業主体／静岡県東部農林事務所
　工事期間／
　　10 月 7日～令和 2年 5月末頃
　工事区間／右図参照
　工 事内容／水路更新工事
　　　　　　（新しい水路への更新）
　　　　　　道路拡幅工事
　　　　　　（全幅 7.0m（2車線）への拡幅）

規制内容やう回路など

は、その都度工事看板

でご案内します。

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
も
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
よ
う
！

　
　
　

問 

市
民
課

　
　
　

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
１

　

国
で
は
、
令
和
３
年（
２
０
２
１
）

３
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
計
画
が
進
行
中
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
医
療
機
関
の
事
務
手
続
き
削

減
や
、
患
者
の
待
ち
時
間
短
縮
な
ど
の

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

申
請
か
ら
交
付
ま
で
に
１
カ
月
程
度
要

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら
な
る
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
取
得
す
る
場
合

は
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド申請

方
法

と 

き
／
平
日
８
時
〜
17
時
15
分
（
木
曜

日
の
み
19
時
ま
で
延
長
）

と 

こ
ろ
／
市
民
課（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）

持 

ち
物
／
本
人
確
認
書
類
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
、
顔
写
真（
縦
4.5

㎝
×
横
3.5
㎝
・
窓
口
で
も
撮
影
可
）

○
出
張
受
付
窓
口
を
設
置
！

　
「
第
15
回
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
」
内

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申

請
受
付
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
参
加
に
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
こ
の
日
限
り
で
「
マ
イ

ナ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。

と 

き
／
10
月
19
日（
土
）「
第
15
回
市
民

ふ
れ
あ
い
広
場
」
内

と
こ
ろ
／
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内 

容
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

受
付
（
所
要
時
間
５
分
程
度
）

持 

ち
物
／
本
人
確
認
書
類
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
、
顔
写
真（
縦
4.5

㎝
×
横
3.5
㎝
・
窓
口
で
も
撮
影
可
）

交 

付
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
ま

で
、
３
週
間
〜
１
カ
月
程
度
要
し
ま

す
。
交
付
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し

た
ら
、
市
民
課（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）

ま
で
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 マイナちゃん

工事箇所位置図

市
道
韮
２
‐
３
号
線（
韮
山
中
央
農
道
）

工
事
区
間

韮山小学校

原木駅



202019.10.121 2019.10.1

　
　

 

養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と

を
希
望
す
る
里
親

● 

里
親
に
な
っ
た
ら　

○ 
児
童
相
談
所
が
行
う
面
会
や
交
流
を
繰
り

返
し
、養
育
す
る
子
ど
も
を
決
定
し
ま
す
。

○ 

子
ど
も
を
養
育
を
し
て
い
る
間
は
、
定
め

ら
れ
た
養
育
に
必
要
な
経
費
が
公
費
で
支

払
わ
れ
ま
す
。

○ 

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に
は
、
児
童
相
談

所
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

○ 

里
親
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

問   

保
健
福
祉
・
こ
ど
も
・
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

○ 

里
親
の
制
度
に
つ
い
て

問 

静
岡
県
こ
ど
も
家
庭
課

☎ 

０
５
４（
２
２
１
）３
７
６
０

問 

東
部
児
童
相
談
所

☎ 

０
５
５（
９
２
０
）２
０
８
５

● 

里
親
に
な
る
た
め
の
条
件

○ 

子
ど
も
の
養
育
へ
の
理
解
と
熱
意
を
持

ち
、
豊
か
な
愛
情
を
も
っ
て
い
る
こ
と

○ 

県
主
催
の
研
修
を
修
了
す
る
こ
と
、
経
済

的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
要
件

を
満
た
す
こ
と

● 

里
親
の
種
類

 

①
養 

育
里
親

　

 

家
庭
に
戻
れ
る
ま
で
、
ま
た
は
自
立
で
き

る
ま
で
子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

②
専 

門
里
親

　

 

虐
待
を
受
け
た
児
童
や
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
を
、
経
験
と
専
門
知
識
を
生
か
し
て

養
育
す
る
里
親

③
親 

族
里
親

　

 

子
ど
も
の
扶
養
義
務
者
で
、
親
が
死
亡
や

行
方
不
明
な
ど
で
養
育
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
認
定
を
受
け
て
養
育
す
る
里
親

④
養 

子
縁
組
希
望
里
親

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
家
庭
で
養
育
さ
れ
る

こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
を
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い

愛
情
と
正
し
い
理
解
を
も
っ
て
養
育
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

問  

伊
豆
の
国
市
友
好
都
市
交
流
協
会

　

 

事
務
局（
市
役
所
市
長
公
室
内
）

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

▲▶
昨年のガ
ラシャ祭
パレード
の様子

長岡京市
を訪問しよう

旅に出よう！
交流を深める

※ 韮山時代劇場には、託児ルームを設けます。子育て中の皆さんも、安心して会場へお越し
ください。
※参加自由です。都合の良い日に、会場へお越しください。

とき ところ

10 月 25 日（金）　19：00 ～ 20：30 アクシスかつらぎ　多目的ホール

10 月 26 日（土）　10：00 ～ 11：30 大仁庁舎 2階　大会議室

10 月 26 日（土）　15：00 ～ 16：30 韮山時代劇場　映像ホール

議会報告会　を開催します

今年で7回目となる「議会報告会」を開催します。報告会は、「議員からの報告」と「議
員と市民との対話」の 2部構成です。
　議員からの報告では、「公共施設再配置計画について」と「伊豆の国市斎場建設
について」を説明します。議員と市民との意見交換では、「私が思うまちづくり」
をテーマに意見交換を行います。皆さんで伊豆の国市のことを考えましょう。

問 議会事務局　☎ 055-948-1417

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
う
ち
、
未

婚
の
ひ
と
り
親
の
人
に
対
し
て
、
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

■ 

対
象
者（
次
の
全
て
を
満
た
す
人
）

① 

令
和
元
年
11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
る
父
ま
た
は
母

② 

10
月
31
日
時
点
で
、
婚
姻（
法
律
婚
）

を
し
た
こ
と
が
な
い
人

③  

10
月
31
日
時
点
で
、
事
実
婚
を
し
て
い

な
い
人
ま
た
は
事
実
婚
を
し
て
い
る
相

手
方
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
人

■ 

支
給
額　

１
７
，５
０
０
円

■ 

申
請
方
法

　

 

12
月
5
日（
木
）ま
で
に
、
保
健
福
祉
・

こ
ど
も
・
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
■ 

そ
の
他

　

 

11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
10
月
31
日
（
木
）
ま
で
に

申
請
が
必
要
で
す
。

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に

臨
時
・
特
別
給
付
金

を
支
給
し
ま
す

■ 

支
給
日

　

10
月
15
日（
火
）

　

指
定
口
座
に
、
４
カ
月
分
（
6
月
〜
9

月
分
）
の
児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。

10
月
16
日（
水
）以
降
、
口
座
を
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当 

を
支
給
し
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ

問  

保
健
福
祉
・
こ
ど
も
・
子
育
て
相
談

　

 

セ
ン
タ
ー

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８

共
通元八王子

北條氏照まつり
に行こう

　

元
八
王
子
の

歴
史
と
文
化
を

学
ぶ
た
め
、
元

八
王
子
北
條
氏

照
ま
つ
り
の
パ

レ
ー
ド
に
参
加

し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

友
好
都
市
交
流
協
会 
か
ら
お
知
ら
せ

と
き
／
10
月
27
日（
日
）

　
　
　

７
時
集
合

集
合
場
所
／
伊
豆
長
岡
庁
舎

対 

象
／
20
歳
以
上
の
市
民　

５

人（
先
着
順
）

参
加
料
／
３
，０
０
０
円

申 

込
方
法
／
10
月
21
日（
月
）

ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み

と 

き
／
11
月
９
日（
土
）、
10
日

（
日
）（
１
泊
２
日
）

対 

象
／
20
歳
以
上
の
市
民　

10

人（
先
着
順
）

参
加
料
／
１
８
，０
０
０
円

申 

込
方
法
／
10
月
28
日（
月
）

ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み

※ 

11
月
６
日（
水
）
19
時
か
ら
、

あ
や
め
会
館
２
階
会
議
室
で

事
前
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
・
京

都
府
長
岡
京
市
を

訪
問
し
、交
流
会
や

市
内
見
学
、
ガ
ラ

シ
ャ
祭
の
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
ま
す
。
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10月のおはなし会

中央図書館　  12 日（土）11：00 ～
韮山図書館　  12 日（土）14：00 ～
　　　　　　 26 日（土）14：00 ～
大仁くぬぎ会館こども広場
　　　　　　 10 日（木）11：00 ～

10 月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

　　中央休館日　　韮山休館日
    　両館休館日　　おはなし会

中央図書館／  10 月 26 日（土）～ 11 月 3 日（日）
の開館日　9：00 ～ 17：30

韮山図書館／  10 月 27 日（日）～ 11 月 4 日（月）
の開館日　9：00 ～ 17：30

保存期限の過ぎた雑誌を無料配布します

※ 袋などの入れ物をお持ちください。図書館に
よって雑誌の種類が異なります。なくなり次
第終了します。

とき／ 11 月 16 日（土）13：30～ 15：00
ところ／中央図書館　２階視聴覚室
対象／ 15 歳以上の人 30人（先着順）
講師／鈴木晶子さん（（公社）シャンティ国際広報・リレーションズ課課長）
申 込方法／ 10 月 8日（火）から中央図書館窓口または電話で申し込み
問 中央図書館　☎ 0558-76-5566

～令和元年度　いずのくに読書ウィーク～

読書講演会  「本の力を 生きる力に」
本は子どもたちにとって「心の栄養」です。本を読む
ことの大切さについてお話しします。入場無料です。

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
中
学
生
に
な
っ
て
出
会
っ
た
『
モ

ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』
を
読
ん
で
、
本
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
翻
訳
者
た
ち
は

と
て
も
素
敵
な
言
葉
使
い
で
、
ど
ん
ど
ん
物

語
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
現
在
、
世
界
中
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

を
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
で
次
々
と
出
版
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
書
店
で
も
購
入
可
能
な
時
代
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
屋
へ
行
け
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
語

だ
け
で
は
な
く
、
世
界
各
国
の
言
葉
で
書
か

れ
た
本
や
雑
誌
な
ど
を
販
売
し
て
お
り
、
ま

た
古
本
市
場
へ
行
け
ば
懐
か
し
く
て
、
珍
し

い
本
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
読
書
の
秋
に
と
ど
ま
ら
ず
本

を
愛
し
、
日
本
語
能
力
を
上
達
さ
せ
る
た
め

に
も
た
く
さ
ん
本
を
読
も
う
と
思
い
ま
す
。

問 

市
長
公
室

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

　

皆
さ
ん
、
サ
ェ
ン
バ
ェ
ノ
ー
。

　

食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の

秋
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
秋
を
お
過
ご
し

で
す
か
。
私
は
、
姉
が
モ
ン
ゴ
ル
か
ら

持
っ
て
き
て
く
れ
た
本
を
読
ん
で
い
ま

す
。
２
０
１
７
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を

受
賞
し
た
作
家
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の

有
名
な
小
説
『
日
の
名
残
り
』、
モ
ン
ゴ

ル
語
で
は
『
日
か
ら
残
っ
た
も
の
』
と
い

う
題
名
で
モ
ン
ソ
ダ
ル
社
が
出
版
し
た
本

で
す
。

　

私
の
父
は
本
が
大
好
き
で
、
壁
一
面
の

本
棚
に
モ
ン
ゴ
ル
語
、
ロ
シ
ア
語
、
英
語

で
書
か
れ
た
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
地
質
学
の
専
門
的
な
本
と
父
の
趣
味

で
あ
る
チ
ェ
ス
や
モ
ノ
づ
く
り
を
テ
ー
マ

と
し
た
本
が
多
く
、
モ
ン
ゴ
ル
の
詩
人
や

作
者
の
本
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
フ
ラ
ン

ス
の
小
説
家
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ

の
三
銃
士
や
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
、
ロ

国
際
交
流
員
が
モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
！

連
載

ジ
ャ
ル
ガ
ル
の

ほ

ぼ

日
記

第
19
回　

父
の
本
棚

第 2 回

モンゴル語クイズ
　下の 4つのモンゴル語は、日本語の四季と同じ意味を持
つ言葉です。正しいものをそれぞれ線で結んでください。
　答えは広報 11 月号でお知らせします。

シ
ア
文
学
を
代
表
す
る
プ
ー
シ
キ
ン
、
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
い
っ

た
偉
大
な
小
説
家
た
ち
の
名
作
、
劇
作
家

ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
や
詩
人
セ
ル
ゲ

イ
・
エ
セ
ー
ニ
ン
の
作
品
、
マ
ク
シ
ム
・

ゴ
ー
リ
キ
ー
の
小
説
な
ど
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
が
父
の
本

を
借
り
て
よ
く
読
み
、
友
達
と
交
換
し
た

り
、
た
ま
に
無
く
し
て
し
ま
い
父
に
叱
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
本
棚

か
ら
ど
ん
な
本
を
取
っ
て
見
て
も
綺
麗
な

字
で
書
か
れ
た
説
明
や
コ
メ
ン
ト
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
の
子
ど
も
た
ち
の
よ

う
に
、
新
し
い
教
科
書
を
使
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
の
使
っ
て

い
た
教
科
書
を
使
い
ま
し
た
。
と
に

か
く
本
を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
た

モンゴル語訳「日の名残り」

 ѳ
ウ ヴ ル

в ѳл　　　　　　　　春
х
ハ ワ ル

авар　　　　　　　夏
н
ナ マ ル

амар　　　　　　　秋
з
ゾ ン

ун　　　　　　　　　冬
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8月8日　人形劇「三まいのおふだ・おおきなかぶ」公演

人形劇を親子で楽しもう！

　劇団すぎのこによる人形劇、「三まいのおふだ」「お

おきなかぶ」をアクシスかつらぎで開催。「三まいの

おふだ」は、小僧が栗拾いに行った山で道に迷い、

山
や ま ん ば

姥に追いかけられる昔話で、「おおきなかぶ」は、

皆で力を合わせて大きなかぶを抜く物語です。

　この日は、200人以上の親子が参加。子どもたちは、

劇団員のかけ声に合わせて声を出したり、体を動かし

たりしながら、人形劇を楽しみました。 「三まいのおふだ」は舞台の装飾も本格的

追悼の意を表すために

　アクシスかつらぎ多目的ホールで「伊豆の国市戦没

者追悼式」を開催。小野市長や伊豆の国市遺族会の水

口一弘会長など、関係者ら 196 人が参加しました。

　会場では、全国戦没者追悼式にあわせ、12 時の時

報とともに黙とうを捧げる場面も見られました。黙と

うを終えると、参加者全員で順に献花を実施。静寂に

包まれる中、戦災で亡くなった人たちに追悼の意を表

しました。

8 月 15 日　戦没者追悼式を開催

式典の様子

8月22日（株）セブン-イレブン・ジャパンと包括連携協定を締結

市内9店舗を構えるコンビニと協定

　市は、（株）セブン - イレブン・ジャパンと包括連

携協定を締結。締結式では、雇用促進、子育て支援、

防災・防犯など9つの連携事項を相互に確認しました。

　小野市長は、「セブン - イレブンは身近な地域コミュ

ニティーの場として必要不可欠。相互に連携・協力し

ていきたい」と話しました。また、本協定には障がい

者就労支援事業所「もくせい苑」も協力。同所製作の

オリジナルエコバッグを大仁店（御門）で販売中です。 関係者らで協定書を手に記念撮影

高校生がガイドで活躍

　韮山反射炉で、伊豆の国外国語ガイドの会に所属す

る高校生の外国語ガイドが活躍中です。

　この日は、韮山高校 2 年の中
な か た あ か り

田明里さんと相
そ う ま り ら

馬梨良

さんが、外国人・日本人を問わず積極的な活動を実施。

2 人は、「好きな英語を生かしてコミュニケーション

の中で経験を積みたい」「外国人にも韮山反射炉の良

いところを知ってもらいたい」と話していました。

　高校生によるガイドは、月1回程度行われています。

8月25日　韮山反射炉で高校生の外国語ガイドが活躍中！

見学しながら資料を片手に解説（中田さん）

モンゴル国と交流を深める
8月5～10 日　総勢 50人の訪問団をモンゴル国へ派遣

　平成 27 年（2015）にモンゴル国ソンギノハイル

ハン区と交わした都市交流に関する覚書に基づき、公

式訪問団 9 人・中学生訪問団 20 人・柔道スポーツ

少年団 12 人・市民訪問団 9 人をモンゴル国へ派遣

しました。現地では、中学生訪問団が異文化交流・体

験を楽しんだり、柔道スポーツ少年団がモンゴル国柔

道アカデミーの選手とともに柔道合宿に励んだりと、

それぞれかけがえのない時間を過ごしました。

　また、東京 2020 オリンピック・パラリンピック

競技大会のホストタウンとして準備を進めるため、公

式訪問団は、現地の関係者らと親交を深めました。

　今回は、その一部をご紹介します。

地元消防団員の指導による消火訓練

　「防災の日」にあわせて、総合防災訓練を実施。自

主防災会などが参加し、大規模災害を想定した訓練な

どが市内各地区で行われました。

　また、韮山南小学校では広域避難所開設訓練を実施。

会場では、避難所運営訓練や煙体験のほか、消防署員

指導による AED を使った救急救命訓練、自衛隊員に

よる搬送訓練、地元消防団による消火訓練などが行わ

れ、防災意識を高める 1 日となりました。

9 月 1日　総合防災訓練を実施

“ いつか ”に備えて

①ナイラムダル国際チルドレンセンターにて　②モン
ゴル国柔道アカデミーとの柔道合宿の様子　③あやと
りで交流　④草原で乗馬体験　⑤ソンギノハイルハン
区での会談　⑥スフバートル広場（国会議事堂）にて
⑦バトトルガ大統領を訪問　⑧ 8月 23 日開催「モン
ゴル国柔道競技代表選手の医療に関する救護活動及び
サポートに対する協定書締結式」　⑨8月24日開催「中
学生海外研修・柔道スポーツ少年団海外合宿報告会」

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

分
〜
14
時（
小
雨
決
行
）

と 

こ
ろ
／
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内 

容
／
小
学
生
ふ
く
し
の
え
表
彰
、

福
祉
団
体
な
ど
に
よ
る
模
擬
店

や
体
験
ブ
ー
ス
、
テ
レ
ビ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
受
付
窓
口
な
ど

問 

伊
豆
の
国
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

０
５
５（
９
４
９
）５
８
１
８

伊
豆
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

〜
施
設
一
般
公
開
〜

　
「
衣
・
食
・
住（
く
ら
し
）の
工
夫

と
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
の
発

表
な
ど
を
行
い
ま
す
。参
加
無
料
、

申
込
不
要
で
す
。

と 

き
／
11
月
９
日（
土
）13
時
〜
16
時

と 

こ
ろ
／
伊
豆
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

問  

伊
豆
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
５
５（
９
４
９
）１
１
６
５

問 

生
涯
学
習
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

市
民
文
化
祭
と
コ
ラ
ボ

「
ぷ
ち
ふ
る
は
く
」

　

伊
豆
の
国
ふ
る
さ
と
博
覧
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

と 

き
／
10
月
14
日（
月
・
祝
）11
時

〜
15
時（
小
雨
決
行
）

と 

こ
ろ
／
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ　

ふ
れ
あ
い
広
場

内 

容
／
体
験
ブ
ー
ス
・
活
動
の
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
の
設
置（
入
場
自
由
）

料
金
／
ブ
ー
ス
ご
と
に
必
要

問  

伊
豆
の
国
お
ん
ぱ
く
実
行
委
員

会
事
務
局（
市
役
所
観
光
課
内
）

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

入
場
無
料
！
大
仁
警
察
署

地
域
安
全
フ
ェ
ス
タ

と 

き
／
10
月
14
日（
月
・
祝
）開
場

13
時　

開
演
13
時
30
分

と
こ
ろ
／
韮
山
時
代
劇
場

内 

容
／
警
察
音
楽
隊
演
奏
、
和
太

鼓
演
奏
、
一
日
警
察
署
長
・
立

川
志
ら
べ
さ
ん
ほ
か

問 

大
仁
警
察
署

☎ 
０
５
５
８（
７
６
）０
１
１
０

参
加
無
料
・
申
込
不
要
！

み
ん
な
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と 

き
／
11
月
３
日（
日
）、
10
日

（
日
）、
17
日（
日
）、
24
日（
日
）

18
時
30
分
〜
19
時
30
分（
受
付

18
時
）

と
こ
ろ
／
韮
山
運
動
公
園

対 

象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

持 

ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、タ
オ
ル
、着
替
え
、防
寒
着
な
ど

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
０

入
場
無
料
！
き
の
こ
祭

〜
秋
の
味
覚
を
満
喫
〜

と 

き
／
11
月
３
日（
日
・
祝
）９
時
〜
14
時

と  

こ
ろ
／
修
善
寺
虹
の
郷（
伊
豆
市
）

駐
車
場（
駐
車
料
金
は
無
料
）

食
育
セ
ミ
ナ
ー　

〜
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
！
〜

 　

市
子
ど
も
会
連
合
会
が
行
う
無

料
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

と 

き
／
①
11
月
10
日（
日
）②
11
月

16
日（
土
）９
時
30
分
〜
13
時

と
こ
ろ
／
大
仁
く
ぬ
ぎ
会
館

内 

容
／
親
子
で
つ
く
る
パ
ー
テ
ィ

ー
メ
ニ
ュ
ー

対 

象
／
小
学
１
〜
６
年
生
と
そ
の

保
護
者
（
市
民
）
各
16
組
（
人

数
超
過
の
場
合
は
会
員
優
先
で

先
着
順
）

講 

師
／
久
木
野
和
子
さ
ん（
家
庭

料
理
研
究
家
）

そ 

の
他
／
会
員
以
外
の
人
は
当
日

１
３
０
円（
保
険
代
）が
必
要 

申 

込
方
法
／
10
月
15
日（
火
）〜
10
月

25
日（
金
）に
電
話
で
申
し
込
み

問 

生
涯
学
習
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

内 

容
／
し
い
た
け
の
試
食
・
販
売
ほ
か

問  

静
岡
県
き
の
こ
総
合
セ
ン
タ

ー
振
興
協
議
会

☎ 

０
５
５
８（
７
２
）１
１
３
５

第
４
回
伊
豆
の
国

バ
ル
＆
バ
イ

と 

き
／
10
月
４
日（
金
）〜
10
日（
木
）

と 

こ
ろ
／
市
内
参
加
店
舗

チ 

ケ
ッ
ト
／
１
セ
ッ
ト（
５
枚
綴

り
）４
，０
０
０
円

販 

売
所
／
商
工
会
本
所
・
各
支
所
、

観
光
協
会
各
案
内
所
窓
口
な
ど

問  

伊
豆
の
国
市
商
工
会

☎ 

０
５
５（
９
４
９
）３
０
９
０

第
15
回
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

と 

き
／
10
月
19
日（
土
）9
時
30

ア
ク
シ
ス
の
夕
べpart152

〜
マ
リ
ン
バ
・
デ
ュ
オ
編
〜

と 

き
／
10
月
19
日（
土
）
　
開
場
18

時
30
分　

開
演
19
時

と 

こ
ろ
／
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ　

多
目
的
ホ
ー
ル

出 

演
／M

arim
ba D

uo Luz

　
　
　
（
中
野
志
保
、
小
嶋
義
貴
）

料
金
／
無
料

問 

文
化
振
興
課

☎ 

０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
０

０
歳
か
ら
入
れ
る
親
子

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

in
伊
豆
の
国

　

子
ど
も
が
文
化
と
触
れ
合
う
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
入
場
無
料
で
す
。

と 

き
／
11
月
9
日（
土
）開
場
10

時　

開
演
10
時
30
分

と 

こ
ろ
／
韮
山
時
代
劇
場　
大
ホ
ー
ル

対 

象
／
子
ど
も（
0
歳
児
〜
小
学

生
）と
そ
の
保
護
者
４
１
０
人

（
先
着
順
・
大
人
の
み
の
入
場

は
不
可
）

申 

込
方
法
／
10
月
5
日（
土
）9

時
か
ら
韮
山
時
代
劇
場
研
修
室

１（
6
日
以
降
は
事
務
室
）
で

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布

問 
文
化
振
興
課

☎ 
０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
０

家
庭
教
育
講
座
〜
子
育
て
に

役
立
つ
ク
ス
リ
の
あ
れ
こ
れ
〜

　

参
加
無
料・託
児
つ
き
。薬
の
種
類

や
効
果
、正
し
い
飲
み
方
を
学
び
ま
す
。

と 

き
／
11
月
13
日（
水
）10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ
／
あ
や
め
会
館　

会
議
室

対 

象
／
子
育
て
中
の
人
20
人（
市

民
優
先
で
抽
選
）

持 

ち
物
／
筆
記
用
具

講 

師
／
白
井
憲
太
郎
氏（
天
城
薬
局

薬
剤
師
・
薬
学
リ
ー
ダ
ー
）ほ
か

申 

込
方
法
／
11
月
５
日（
火
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら

申
し
込
み

問 

生
涯
学
習
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

公
民
館
講
座　

①
セ
ル
フ
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ

と 

き
／
11
月
１
日（
金
）18
時
30

分
〜
20
時

と 

こ
ろ
／
あ
や
め
会
館　

３
階
多

目
的
ホ
ー
ル

対 

象
／
20
歳
以
上
の
人
30
人（
先
着
順
）

料
金
／
３
０
０
円

持 

ち
物
／
飲
料
、動
き
や
す
い
服
・
靴

講 

師
／
内
藤
ル
ミ
子
さ
ん
（
健
康

運
動
指
導
士
）

申 

込
方
法
／
10
月
23
日（
水
）〜

29
日（
火
）
に
電
話
ま
た
は
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
申
し
込
み

②
低
糖
質
の
か
ぼ
ち
ゃ
の

マ
フ
ィ
ン
作
り

と 

き
／
10
月
29
日（
火
）９
時
30

分
〜
12
時

と 
こ
ろ
／
あ
や
め
会
館　

調
理
室

対 
象
／
20
歳
以
上
の
人
16
人（
市

民
優
先
で
抽
選
）

料 

金
／
１
，
２
０
０
円（
材
料
費

９
０
０
円
、受
講
料
３
０
０
円
）

持 

ち
物
／
お
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

エ
プ
ロ
ン
、
布
巾

講 

師
／
松
下
優
子
さ
ん
（
生
涯
学

習
サ
ポ
ー
タ
ー
）

申 

込
方
法
／
10
月
16
日（
水
）〜

21
日（
月
）
に
電
話
ま
た
は
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
申
し
込
み

2 0 1 9 年
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休日の診療医
9：00 ～ 17：00

事前に病院・田方中消防署
へ電話、または田方医師会
HPでご確認ください。診療
医が変わる場合があります。

▶田方中消防署   ☎ 0558-76-0119
▶田方医師会HP　
　http://www.tagata-ishikai.jp/

６
（
日
）

▶ 伊豆平和病院（函南町／内・整／
☎ 055-974-1355）
▶  あさいクリニック（吉田／整外／
☎ 0558-77-1374）

13
（
日
）

▶ 江間クリニック（南江間／外・脳
外・内／☎ 055-947-1238）
▶ 伊豆赤十字病院（伊豆市／内／
　☎ 0558-72-2148）

14（
月
・
祝
）

▶ 杉田整形外科（函南町／整・リハ・
リウマチ／☎ 055-970-2511）
▶ 紀平クリニック（伊豆市／内／
　☎ 0558-72-5521）

20
（
日
）

▶ 杉本医院（南條／循環器・内・外・
呼吸器／☎ 055-949-2222）
▶  今野医院（伊豆市／内／
　☎ 0558-75-7050）

22（
火
・
祝
）

▶ 函南平出クリニック（函南町／
　小児／☎ 055-978-1366）
▶  中島病院（伊豆市／小児・内／
　☎ 0558-87-0333）

27
（
日
）

▶ 函南さくらクリニック（函南町／
内・胃腸／☎ 055-979-1666）
▶  伊豆慶友病院（伊豆市／
　整外・内／☎ 0558-85-1701）

問 農業商工課　☎ 0558-76-8003

農作業の事故をなくしましょう！

【電気柵を設置している場合】
①見えやすい場所へ「危険」の表示
②電気柵用の電源装置の使用
③  30 ボルト以上の電源を使用する
ときは漏電遮断機の設置

などを確認しましょう。

◆農作業事故の多くが単純なミスによるものです
【チェックポイント】
・農業機械は日常点検を実施しましょう
・定期的に整備工場での整備を行いましょう
・適度な休息をとり、健康な状態で作業を行いましょう
・小型の機械でも十分注意した操作を心がけましょう
・すべての農作業に危険が伴うことを認識しましょう

秋の農作業安全確認運動実施中（9月～ 10 月） と
き
・
と
こ
ろ
／

伊
豆
長
岡
庁
舎

　

10
月
16
日
、

　

１
月
15
日

大
仁
庁
舎

　

11
月
20
日
、

　

２
月
19
日

韮
山
支
所

　

12
月
18
日
、

　

３
月
18
日

各
日
と
も

13
時
30
分

〜
16
時 行

政
相
談（
無
料
）

　

国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
困
っ
て
い
る
」

「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」「
相
談
す
る
と

こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、

毎
月
第
３
水
曜
日
に
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
行
政
相
談
委
員
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
３
人
の
委

員
に
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

10
月
７
日
〜
13
日
は

「
行
政
相
談
週
間
」

問 

市
民
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
１ 西島瑞毅（中島）

☎ 0558-76-5461
水口始（小坂）
☎ 055-948-2221

水口孝子（立花台）
☎ 055-949-1108

０お
こ
ま
り５
７な

ら

０ま
る

‐
０ま

る

９く
じ
ょ
ー０
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

○
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
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問  

伊
豆
の
国
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
事
務
局（
鈴
木
）

☎ 

０
９
０（
４
１
９
４
）０
６
３
４

家
計
簿
つ
け
方
体
験
会

と 

き
／
10
月
27
日（
日
）10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ
／
大
仁
く
ぬ
ぎ
会
館

定
員
／
10
人（
先
着
順
）

内 

容
／
収
入
、
支
出
の
考
え
方
な
ど

問  

沼
津
友
の
会（
樋
口
）

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）４
６
５
３

リ
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
９

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

と 

き
／
11
月
16
日（
土
）

と 

こ
ろ
／
韮
山
時
代
劇
場　

ひ
だ

ま
り
広
場

出 
店
要
領
／
▼
出
店
無
料
▼
前
日

中
に
品
物
を
搬
入
で
き
る
市
民

▼
区
画
割
り
は
市
で
決
定
▼
リ

ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的

と
し
た
非
営
利
販
売
▼
54
店
舗

先
着
順
▼
雨
天
中
止

申 

込
方
法
／
10
月
15
日（
火
）〜

22
日（
月
）
に
窓
口
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み

問 

廃
棄
物
対
策
課

☎ 

０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
５

配
布
場
所
／
環
境
政
策
課
窓
口

数  

量
／
1
人
最
大
２
反
分（
８
㎏
）

申 

込
方
法
／
10
月
８
日（
火
）〜
11

日（
金
）９
時
〜
17
時
15
分
に
電

話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み

※ 

市
内
の
景
観
形
成
が
目
的
で
あ

る
た
め
、開
花
後
、写
真
付
き
の

報
告
書
を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

環
境
政
策
課

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
２

参
加
無
料
！
介
護
者
講
習

〜
災
害
時
に
役
立
つ
簡
単

レ
シ
ピ
・
低
栄
養
に
つ
い
て
〜

と 

き
／
10
月
18
日（
金
）13
時
30

分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
い
ち
ご
の
里

定
員
／
30
人（
先
着
順
）

申 

込
期
限
／
10
月
11
日
（
金
）

問  

い
ち
ご
の
里
（
杉
山
・
増
島
）

☎ 

０
５
５（
９
４
７
）５
９
４
７

弁
護
士
会
ウ
ィ
ー
ク

要
予
約
「
無
料
法
律
相
談
」

と 

き
／
①
11
月
5
日（
火
）
②
７

日（
木
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と 

こ
ろ
／
①
伊
豆
市
天
城
湯
ヶ
島

支
所
、
②
伊
豆
市
中
伊
豆
支
所

問  

静
岡
県
弁
護
士
会
沼
津
支
部

☎ 

０
５
５（
９
３
１
）１
８
４
８

令
和
２
年
度
公
民
館
講
座

「
パ
ン
講
座
」
講
師
募
集
！

内 

容
／
市
民
向
け
パ
ン
作
り
講
座

の
講
師
１
回

対
象
／
20
歳
以
上
の
人

※
開
催
日
程
な
ど
は
後
日
相
談

問 

生
涯
学
習
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

静
岡
Ｄ
Ｃ
ア
フ
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
伊
豆
の
国
市
冠
事
業
を
募
集

　

Ｄ
Ｃ
期
間
中
、
市
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

対 

象
／
市
民
が
令
和
２
年
４
月
〜

６
月
に
実
施
す
る
事
業（
令
和
２

年
１
月
〜
３
月
実
施
は
要
相
談
）

募 

集
期
日
／
令
和
２
年
５
月
31
日

特 

典
／
静
岡
Ｄ
Ｃ
冠
称
ロ
ゴ
の
使

用
、
市
広
報
媒
体
で
の
周
知
な
ど

申 

込
期
限
／
冠
称
使
用
の
１
カ
月
前

問    

静
岡
Ｄ
Ｃ
伊
豆
の
国
市
実
行
委

員
会
事
務
局（
市
役
所
観
光
課
内
）

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

参
加
無
料
！
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
（
一
般
公
募
）

と
き
／
10
月
20
日（
日
）９
時
〜
12
時

と
こ
ろ
／
田
方
中
消
防
署

内 

容
／
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺

蘇
生
法
、
止
血
法
な
ど

支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

土
曜
開
館
日

５
日（
土
）・
19
日（
土
）

12
日（
土
）・
26
日（
土
）

２
０
１
９
韮
山
商
工
祭

と 
き
／
10
月
20
日（
日
）10
時
〜

15
時
30
分（
荒
天
中
止
）

と 

こ
ろ
／
韮
山
時
代
劇
場 

ひ
だ

ま
り
広
場

内 

容
／
出
店
、
演
劇
・
演
奏
・
踊

り
、
大
抽
選
会
、
餅
ま
き
な
ど

問  

伊
豆
の
国
市
商
工
会

☎ 

０
５
５（
９
４
９
）３
０
９
０

第
７
回
産
業
振
興
祭

と 

き
／
10
月
27
日（
日
）９
時
30

分
〜
13
時
30
分（
荒
天
中
止
）

と 

こ
ろ
／
ア
ピ
タ
大
仁
店　

駐
車
場

内 

容
／
伊
豆
の
国
ブ
ラ
ン
ド
認
定

商
品
な
ど
の
展
示
販
売

問 

伊
豆
の
国
市
商
工
会
大
仁
支
所 

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）３
０
６
０

や
っ
て
く
る
冬
の
乾
燥「
皮
膚

科
医
が
伝
え
る
お
肌
の
話
」

　

参
加
無
料
、
申
込
不
要
の
市
民

公
開
講
座
で
す
。

と 

き
／
10
月
19
日
（
土
）13
時
30

分
〜
14
時
45
分
（
開
場
13
時
）

と 

こ
ろ
／
沼
津
市
立
図
書
館

講 

師
／
秦
ま
き
氏（
沼
津
市
立
病

院
皮
膚
科
部
長
）

問  

沼
津
市
立
病
院
医
事
課

☎ 

０
５
５（
９
２
４
）５
１
０
０

参
加
無
料
！
看
護
師
等

再
就
業
準
備
講
習
会

と 

き
／
11
月
20
日（
水
）・
21
日

（
木
）・
22
日（
金
）

と
こ
ろ
／
沼
津
市
立
病
院

内 

容
／
看
護
の
動
向
、
基
礎
技
術

の
演
習

対 
象
／
看
護
の
仕
事
を
し
て
い
な

い
看
護
職
免
許
保
有
者

申 

込
方
法
／
11
月
12
日（
火
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み

問  

静
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
東
部
支
所

☎ 

０
５
５（
９
２
０
）２
０
８
８

第
15
回
伊
豆
の
国
市

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

と 

き
／
10
月
20
日
（
日
）
９
時
（
受

付
８
時
30
分
）

と 

こ
ろ
／
狩
野
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種 

目
／
ダ
ブ
ル
ス
、
一
般
男
子
・

一
般
女
子

対
象
／
伊
豆
地
域
在
住
の
愛
好
者

参 

加
料
／
１
ペ
ア
１
，０
０
０
円

（
当
日
受
付
時
に
納
入
）

※ 

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対 

象
／
沼
津
市
、清
水
町
、函
南
町
、

伊
豆
市
、伊
豆
の
国
市
、伊
東
市
、

東
伊
豆
町
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
20
人
程
度

申 

込
期
日
／
10
月
16
日（
水
）

問  

田
方
中
消
防
署

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）０
１
１
９

問  

田
方
北
消
防
署

☎ 

０
５
５（
９
７
８
）０
１
１
９

静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭

美
術
展
作
品
を
募
集

　

全
作
品
を
県
立
美
術
館
に
展

示
。
ま
た
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
美

術
展
選
考
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

応 

募
資
格
／
県
内
在
住
で
昭
和
36

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人

（
ア
マ
チ
ュ
ア
）の
未
発
表
作
品

募 

集
部
門
／
日
本
画
・
洋
画
・
彫

刻
・
工
芸
・
書
・
写
真

出
品
料
／
２
，
０
０
０
円

申 

込
方
法
／
10
月
31
日（
木
）ま
で

に
申
込
用
紙（
Ｈ
Ｐ
か
ら
、
ま

た
は
電
話
で
入
手
）を
郵
送

問  （
公
財
）し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団

☎ 

０
５
４（
２
５
３
）４
２
２
１

休
耕
田
に
レ
ン
ゲ
を

ま
い
て
く
れ
る
人
を
募
集

配
布
日
／
10
月
16
日（
水
）

10
月

問 

健
康
づ
く
り
課

☎ 

０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

開
館
時
間
／
９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

す
み
れ
ひ
ろ
ば
☎ 

０
５
５（
９
４
９
）０
８
２
３
）

た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
☎ 

０
５
５
８（
７
６
）６
０
０
６
）

振
替
休
館
日ᷫ

土
曜
開
館
日
の
翌
月
曜
日
ᷬ

７
日（
月
）・
21
日（
月
）

28
日（
月
）

市
が
行
う
保
健
事
業
を
ご
案
内
し
ま
す
。

１
日（
火
）
●
３
歳
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
婦
人
科
健
診（
大
仁
庁
舎
）

●
フ
ッ
素
塗
布（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

２
日（
水
）
■
婦
人
科
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

３
日（
木
）
●
の
び
の
び
広
場（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

４
日（
金
）
■
パ
パ
マ
マ
学
級
①（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

７
日（
月
）
■
婦
人
科
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

８
日（
火
）
●
１
歳
６
カ
月
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

９
日（
水
）
●
2
歳
児
健
診（

）

11
日（
金
）
■
婦
人
科
健
診（

）

15
日（
火
）
●
４
カ
月
児
離
乳
食
教
室（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

16
日（
水
）
●
６
カ
月
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
婦
人
科
健
診（
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
）

25
日（
金
）
●
フ
ッ
素
塗
布（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

28
日（
月
）
■
婦
人
科
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

29
日（
火
）
●
１
歳
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
婦
人
科
健
診（
大
仁
庁
舎
）

■
パ
パ
マ
マ
学
級
②（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

31
日（
木
）
●
胃
・
大
腸
・
肺
が
ん
検
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
事
業

10
月 

２
日（
水
）

歯
磨
き
講
習
会

10
時
30
分
〜
11
時
15
分

３
日（
木
）

発
達
相
談
日

10
時
〜
11
時
30
分

４
日（
金
）

身
体
測
定

終
日

８
日（
火
）

お
は
な
し
会

10
時
30
分
〜
10
時
45
分

10
日（
木
）

制
作（
小
麦
粉
ね
ん
ど
）

10
時
〜
11
時
15
分

11
日（
金
）

リ
ズ
ム
あ
そ
び

制
作（
小
麦
粉
ね
ん
ど
）

10
時
30
分
〜
11
時

10
時
〜
11
時
15
分

15
日（
火
）

救
命
講
習
会

９
時
50
分
〜
11
時
20
分

17
日（
木
）

制
作（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
）

10
時
〜
11
時
15
分

18
日（
金
）

制
作（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
）

10
時
〜
11
時
15
分

24
日（
木
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

25
日（
金
）

誕
生
日
会

10
時
30
分
〜
11
時

29
日（
火
）

誕
生
日
会

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

30
日（
水
）

身
体
測
定

終
日

◆ 

誕
生
日
会
／
２
日
前
ま
で
に
各
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
。

◆ 

お
や
こ
で
運
動
あ
そ
び（
11
月
６
日（
水
）た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
）／
10
月
21
日（
月
）

か
ら
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
で
予
約
受
付
開
始（
先
着
15
組
）（
同
日
午
前
中
は「
お

や
こ
で
運
動
あ
そ
び
」
参
加
者
以
外
、た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
）



編集後記

お題 ：アナグラム
脳の活性度　★★★★

ヒントは広報紙の中に。

全部読めばわかるかも。

● 

新
ご
み
処
理
施
設
に
期
待
す

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
で
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
減
量
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

（
四
日
町
・
44
歳
・
女
性
）

● 

本
が
好
き
な
の
で
、
図
書
館

だ
よ
り
の
ペ
ー
ジ
を
一
番
初

め
に
読
み
ま
す
。

（
山
木
・
19
歳
・
女
性
）

● 

時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

支
援
政
策
に
協
力
し
ま
す
。

（
吉
田
・
64
歳
・
女
性
）

● 

我
が
家
の
大
仁
夏
祭
り
は
一

大
イ
ベ
ン
ト
。
子
ど
も
、
孫

が
全
員
集
合
し
、
楽
し
く
幸

せ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
大
仁
・
75
歳
・
女
性
）

▼
ほ
か
に
も

● 

市
の
人
口
が
増
え
、
喜
ば
し

い
で
す
ね
。

（
田
京
・
66
歳
・
女
性
）

● 

い
つ
も
広
報
紙
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

（
天
野
・
91
歳
・
男
性
）

　

広
報
紙
へ
の
感
想
や
身
近
な

話
題
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

▼ 

【
特
集
】
い
ず
の
く
に
の
夏

に
つ
い
て

● 

花
火
の
写
真
が
綺
麗
で
す
ね
。

（
吉
田
・
37
歳
・
女
性
）

たくさんのお便り、ありがとうございました。
引き続き、皆さんからのお便りお待ちしています。

　

韮
山
城
跡
・
本
丸
か
ら
富
士
山

を
望
み
な
が
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
北
条
早
雲
公
が
没
し

て
か
ら
５
０
０
年
目
を
迎
え
る
節

目
の
年
。
来
る
11
月
１
日（
金
）・

２
日（
土
）に
は
、
北
条
早
雲
公
を

し
の
ぶ
た
め
、「
北
条
早
雲
公
没

後
５
０
０
年
祭
」が
開
催
さ
れ
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
市

内
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

２
ペ
ー
ジ
目
か
ら
７
ペ
ー
ジ
目

ま
で
は
、「
北
条
早
雲
と
韮
山
」と

題
し
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
今
一
度
郷
土
の
歴
史
に
触

れ
、
伊
豆
の
国
市
の
魅
力
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
市
Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

公
開
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン

を
一
新
し
、
観
光
や
ふ
る
さ

と
納
税
の
特
設
ペ
ー
ジ
を
新

設
。
よ
り
見
や
す
く
な
っ
た

市
Ｈ
Ｐ
に
、
ぜ
ひ
一
度
、
訪

問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
石

▼
読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、

行
楽
の
秋
。
一
年
で
、
も
っ

と
も
過
ご
し
や
す
い
季
節

は
、
地
球
温
暖
化
で
い
つ
の

日
か
秋
か
ら
冬
に
変
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
藤

市内ごみの排出量（8月）
※（　）内は昨年比　単位：ｔ

燃やせるごみ 1,131 （+5）
資源ごみ 367 （+22）
埋め立てごみ 19 （+3）
合計 1,517 （+30）

市民 1 人あたり 1,008 ｇ

市の人口（9 月１日現在）
※（　）内は先月比　単位：人

件数 死者 負傷者
人身事故 30 （-6） 0 （0） 46（+2）
うち高齢者 12 （-6） 0 （0） 9 （0）

市内交通事故発生状況（8月）
※（　）内は昨年比　単位：件・人

住民登録人口 48,549 （-52）
世帯 21,262 （-20）

申込先／市長公室（〒410‐2292　長岡 340‐1）
　　　　info@city.izunokuni.shizuoka.jp

先月の答え／　 いずのくにの夏
なつ

　　　　　　   正解者は 23 ／ 27 人

図書カード当選者：順不同・敬称略／
小林淑子、秋山政代、織裳雅世、秋田采希、大石由佳里
＊当選者へのプレゼントは、10月末ごろ発送予定です。

毎月、正解者の中から抽選で5人に図書カードをプレゼント！
応 募方法／①クイズの答えと住所、氏名（ふりがな）、年齢、
②広報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え、
10月 16日（水）までに郵送（必着）またはメールでご応募く
ださい。ご意見などは、広報などで紹介する場合があります。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

31 2019.10.1

大仁警察署調べ
男：23,454（-18）女：25,095（-34）

問 

環
境
政
策
課

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
２

不
用
品
活
用
バ
ン
ク

302019.10.1

医
療
事
故「

全
国
一
斉
相
談
」

　

静
岡
県
医
療
問
題
弁
護
士
団
所

属
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と 

き
／
10
月
12
日（
土
）10
時
〜
15
時

対 

象
／
医
療
事
故
な
ど
の
相
談
を

希
望
す
る
人

問  

梅
田
法
律
事
務
所

☎ 

０
５
５（
９
３
１
）１
５
０
０

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

「
無
料
相
談
会
」

と 

き
／
10
月
24
日（
木
）9
時
30
分

〜
12
時

と 

こ
ろ
／
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ　

会
議
室
１

内 

容
／
農
地
法
、都
市
計
画
法
、相
続
、

官
民
境
界
な
ど
に
関
す
る
相
談

問  

静
岡
県
行
政
書
士
会
伊
豆
支
部

（
土
田
）

☎ 

０
５
５
８（
７
６
）７
７
８
９

み
ん
な
で
参
加
！

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　

静
岡
Ｄ
Ｃ（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
伊
豆
の
国

市
実
行
委
員
会
経
済
効
果
等
報
告

会
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
無
料
、

申
込
不
要
で
す
。

と 

き
／
10
月
3
日（
木
）13
時
30

分
〜
15
時
30
分

と 

こ
ろ
／
あ
や
め
会
館　

３
階
多

目
的
ホ
ー
ル

内  

容
／
実
績
・
調
査
結
果
報
告（
①

②
）、ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
に
向
け
て

 

① 

数
字
で
見
る
静
岡
Ｄ
Ｃ
経
済
波

及
効
果
（
氏
川
恵
次
氏
（
横
浜

国
立
大
学
教
授
））

② 

Ｄ
Ｃ
に
見
る
「
観
光
ま
ち
づ
く

り
」
の
成
果
と
こ
れ
か
ら（
大

澤
健
氏
（
和
歌
山
大
学
教
授
））

問  
静
岡
Ｄ
Ｃ
伊
豆
の
国
市
実
行
委

員
会
事
務
局（
市
役
所
観
光
課
内
）

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

10
月
は「
浄
化
槽
月
間
」

あ
な
た
の
家
の
浄
化
槽
は

大
丈
夫
で
す
か
？

　

浄
化
槽
は
、
家
庭
の
生
活
排
水

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
設
備
。

定
期
的
な
法
定
検
査
を
行
わ
な
い

と
、
悪
臭
や
害
虫
の
原
因
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
浄
化
槽
使
用
者
の
３
つ
の
義
務

　

①
保
守
点
検　

②
清
掃

　

③
法
定
検
査

■
ご
存
じ
で
す
か
？

　

浄
化
槽
に
は
、「
単
独
浄
化
槽
」

と
「
合
併
浄
化
槽
」
が
あ
り
ま
す
。

単
独
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
か
ら
出
る

し
尿
の
み
を
処
理
し
、
合
併
浄
化

槽
は
そ
の
他
の
生
活
雑
排
水
も
併

せ
て
処
理
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
合

併
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
場
合
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問 

廃
棄
物
対
策
課

☎ 

０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
５

伊
豆
半
島
１
周
サ
イ
ク
リ

ン
グ
開
催
に
伴
う
お
願
い

　

10
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）の

両
日
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
伴
い
市

内
を
多
数
の
自
転
車
が
走
行
し
ま

す
。
安
全
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き

る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問  

美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
５
５
８（
７
２
）０
２
８
０

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が

改
正
さ
れ
ま
す

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
全
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
「
静
岡
県
最
低

賃
金
」が
、
10
月
４
日
か
ら
「
時

給
８
８
５
円
」と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

問  

三
島
労
働
基
準
監
督
署

☎ 

０
５
５（
９
８
６
）９
１
０
０

　
　
　

　

ゆ
ず
り
ま
す　

  ○
計
量
米
び
つ　

○
健
康
器
具　

○
も
ち
つ
き
機　

    

○
ラ
ン
ド
セ
ル（
赤
）
○
ス
ク
ー
ル
水
着（
L
）（
2
着
）　

○
衣
装
ケ
ー
ス（
5
個
）
○
そ
ば
打
ち
道
具
一
式

○
手
提
げ
か
ば
ん（
10
個
以
上
）　

○
扇
風
機

○
電
子
ピ
ア
ノ　

○
幼
児
用
食
卓

　

　

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い　

○
自
転
車　

○
ヤ
マ
ハ
製
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

○
自
転
車（
18
〜
24
イ
ン
チ
）　

○
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

○
サ
ッ
ク
ス　

○
フ
ル
ー
ト　

○
バ
イ
オ
リ
ン

○
録
画
再
生
ブ
ル
ー
レ
イ（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）レ
コ
ー
ダ
ー

　

不
用
品
活
用
バ
ン
ク
に
登
録
す
れ
ば
、「
ゆ
ず
っ
て
ほ

し
い
」「
ゆ
ず
り
た
い
」
人
を
探
し
ま
す
。

答え○○○○○○○○

う
ん
そ
う
ご
ね
ん
め

運
送
５
年
目
？

う
ん
、
そ
う
！

う
ん
、
そ
う
！


